
令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：青森県八戸市 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 市教育委員会では、こども支援センターに２名の幼児教育アドバイザー（元小学校校

長、域内養成系大学教授）を配置し、幼児相談員６名と共に、環境や小学校との連携、ス

ムーズな就学等について助言を行い、特別支援教育の視点に基づいた園支援を実施して

いる。 

本市には、幼児教育保育施設が 104園あり、その全てが私立である。幼児教育の捉え方

は多様であり、経営方針にはそれぞれの特色が見られる。市教育委員会として、各園の教

育・保育内容に直接関与することは難しい状況にあるため、今年度も「特別支援教育の視

点」を切り口とし、各園の困り感や悩みに寄り添いながら、園での全体指導・個別支援の

面で改善を図り、幼児教育の質の向上に取り組んだ。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育アドバイザーの配置・育成など、体制の充実

・ 研修支援・巡回訪問、幼保小接続の推進など、体制の活用

・ 都道府県・市(区)町村の連携を含めた域内全体の質向上を図るための仕組み作り

【取組内容の具体的な事例】 

＜園の困り感や悩みに寄り添い、共に考える巡回相談＞ 

園からの申請に応じて、幼児教育アドバイザー２名と幼

児相談員６名による巡回相談を実施した。園の担任等から

の聞き取りを丁寧に行い、園での対応を労うこと、見立て

や取組に共感することを大切にした。その上で、インクル

ーシブ教育の視点に基づいた集団指導・個別指導や園の環

境づくりについて助言を行った。 

巡回相談の２～３か月後に提出してもらっている「ふり

かえりシート」では、園で実施した工夫や手立てによって、

対象児が変容している様子が報告されている。新たな課題

が見られた場合は、園と電話でやり取りをしたり、再度巡

回相談を実施したりし、園への支援を継続した。 

園と共に考えるスタンスが理解されてきたようで、配慮

を必要としている幼児について、巡回相談の事前・事後に

おける園とのやり取りが増えてきている。また、巡回相談

を利用したことのない園から、流れや手続き等に関する問

合せが増えており、市内の園への周知が進んできている。 
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＜幼児教育アドバイザー２名の専門性を生かした園への支援＞ 

園からの要望内容に合わせて、２名の幼児教育アドバイザーが巡回相談やアドバイザ

ー訪問に対応した。 

うち１名のアドバイザーは、元小学校校長としての

経験を生かして、幼・保・小接続の視点での助言等

を行った。幼児教育アドバイザーを配置して４年目

となり、巡回訪問等を実施した園とは関係性が構築

されつつある。１０月には、施設長数名を対象とし

たアドバイザー派遣の依頼があり、「保護者との連

携」等をテーマに講話を実施した。 

もう１名のアドバイザーは、養成系大学教授としての専門的な見地からの助言等を行

った。当市の園は全て私立であり、市教育委員会として、各園の教育・保育内容に直接関

与することは難しい状況にあるが、園内の特別支援教育に係る体制づくり関わる助言等

について、園の受け止め方は良好であった。 

＜幼・保・こ・小接続の推進における合同研修会＞ 

 ７月に合同研修会を開催し、幼稚園、認定こども

園、保育所、小学校の保育者・教職員等、合わせて

１３７名が参加した。 

八戸学院大学短期大学部教授の差波直樹氏を招

き、「学びがつながる子どもがつながる」と題した

講演を行った。架け橋プログラムの意義や連携のフ

ェーズ、連携を通して育つことについて話があり、

幼・保・小の円滑な接続に向けた取組の在り方につ

いて共通理解を図った。 

 また、分科会では、各自が持参した写真をもとに、

グループ内で互いの活動を紹介し合った。グループ

によっては、気になることを積極的に質問し合う様

子も見られた。 

参加者の事後アンケートには、「連携はお互いを

知るところが第一歩だと思うので、交流できたこと

がとてもよかった」「これから架け橋プログラムを作成するので、それを活用しながら積

極的に相談したり、やり取りをしたりしていきたい」など、幼・保・小連携に関する前向

きな感想が多く見られた。幼児教育と小学校教育の相互理解を促進するとともに、教職員

の資質向上を図る機会となった。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：宮城県気仙沼市 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

市内には幼児教育施設が26施設（公立・私立幼稚園９園，保育所型認定こども園１園

認可保育所他16施設）あり，全ての幼稚園で預かり保育をしている。本市では，平成28

年から幼児教育推進室を設置している。今年度はコーディネーター２名（元所属長）と

アドバイザー４名（元所属長及び元職員，現職）を配置し，幼児教育推進に向けた企画

運営を行うなど，幼児教育施設の管理部署と連携しながら事業を行っている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育推進連絡会及び保幼小連携・接続研修会の開催（年２回）

・ 保育・幼児教育施設職員研修会の実施（年３回）

・ 幼児教育アドバイザー等による幼児保育施設訪問（原則各施設１回以上）

・ 幼児教育推進室メンバーによる幼児教育先進地（宮城県白石市）への視察

・ 幼児教育推進室だよりの発行（年４回）

・ 幼児教育推進事業「実践の記録」の配布（年度末）

【取組内容の具体的な事例】 

＜保幼小連携・接続研修会（年２回開催）の様子＞ 

○ 内 容：保幼小連携・接続に係る講話，小学校区ごとの情報交換

○ 参加者：市内全幼児教育施設及び全小学校の担当者

○ 幼児教育の専門的な知識を有する大学の先生を講師に

迎え，１回目は「架け橋期カリキュラムの効果的な活用と

非認知能力を育む読書活動」，２回目は「幼児教育と小学

校教育のつながりと幼児期におけるメディアの活用」と

いうテーマで，自身の経験も交えながら講話いただいた。

また，小学校区ごとの情報交換も行い，更なる連携・接続

について確認し合うことができた。 

＜保育・幼児教育施設職員研修会（年３回開催）の様子＞ 

○ 内 容：保育参観及び話合い（保育参観及び日常の保育の振り返り，その他）

○ 参加者：市内幼児教育施設職員希望者（１回目９名，２回目20名，３回目16名）

○ 市内にある全保育・幼児教育施設職員を対象とした研

修会を市立保育所で２回，市立幼稚園で１回実施した。前

半に保育を参観し，後半はグループに分かれて話合いを

行った。研修会後に，共有した保育の取組を自身や所属の

保育に生かすなど，保育者の意欲の向上につながった。 
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＜幼児保育施設訪問（原則各施設１回以上）＞ 

○ 内 容：保育参観，保育者及び施設長への助言（保育や施設ごとの課題について） 

○ 訪問者：本市幼児教育コーディネーター及びアドバイザー

○ 令和６年度は，感染症の流行により中止になった１施設を除いた各施設を訪問

し，保育参観を行って保育者に助言したり，事前にヒアリングしていた各施設の課

題等に対する助言を施設長に行ったりした。施設の公開保育や研修会にも助言者と

して参加するなど,保育の質向上につながった。 

＜幼児教育推進室だよりの発行（年４回）＞ 

○ 内 容：各種研修会の概要及び研修会参加者の声，保幼小交流

活動の様子など 

○ 配布先：市内全保育・幼児教育施設，市内全小学校

○ 各施設及び小学校で回覧をしてもらうことで，研修会や施設訪

  問等の概要を研修会参加者以外の職員も知ることができるなど， 

  情報共有に役立った。 

＜幼児教育推進事業「実践の記録」の配布（年度末）＞ 

〇 内 容：保幼小連携・接続研修会の講話資料，保育・幼児教育 

施設職員研修（保育参観）資料，幼児教育推進だより， 

幼児教育推進事業アンケート結果など 

○ 配布先：市内全保育・幼児教育施設，市内全小学校

○ 各施設及び小学校に１冊ずつ配布し，各種研修会及び本市幼児

  教育推進事業の成果の更なる波及を図った。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 宮城県石巻市 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

石巻市内には公立・私立幼稚園、保育所園、こども園が４８施設あり、そのうち保育

所が３３所園を占めている。平成２１年から、教育委員会が「幼保（こ）小合同研修

会」を主催し、保育の質の向上に取り組んできた。幼児教育の更なる質の向上と小学校

との滑らかな接続の推進を目指し、令和５年１２月には「市幼児教育推進会議」を、令

和６年４月には「市幼児教育センター」を設置し、幼児教育アドバイザーを配置した。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 市幼児教育センター（学校教育課内）の設置（幼児教育アドバイザー２名配置）

・ 幼児教育施設・小学校低学年の巡回訪問活動

・ 市幼児教育推進会議の開催（５月、３月）

・ 市幼保こ小合同研修会の開催（８月、１１月）

・ 市幼児教育施設園長・所長等懇談会の開催（１２月）

【取組内容の具体的な事例】 

＜市幼児教育推進会議（５月、３月）の様子＞ 

第１回会議では、市として目指す幼児の姿、その姿を育むカリキュラムのイメージに

ついて共有し、第２回会議では、令和６年度事業報告、令和７年度事業実施に向けての

意見を聴取した。また、各種アンケートから把握した接続期カリキュラムの編成状況に

ついても共有し、令和７年度の研修の方向性について意見を聴取した。 

＜市幼保こ小合同研修会（８月、１１月）の様子＞ 

 第１回研修会では、宮城教育大学副学長 佐藤哲也先生か

ら、幼保こ小連携について御講演いただいた。幼児教育施設

と小学校でグループを構成し、「遊び」「学び」「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」についてグループワークで共有

を図った。第２回合同研修会では、県幼児教育アドバイザー 山田元郎先生より、「幼

保こ小の連携・接続の先を目指す学びの在り方」と題して御講演いただいた。グループ

ワークでは、幼児教育施設と小学校のつながりを意識した幼児期の教育の重要性につい

て共有を図った。 

＜市幼児教育施設園長・所長等懇談会の様子＞ 

公私を問わない園長・所長等の連携を推進するため、１２

月１７日に全４８施設の長を対象とし、懇談会を開催した。

小学校との接続の推進について話題が出され、学校訪問が更

に展開されるなど、意識の高まりがみられている。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 福島県須賀川市 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

本市は幼保小推進のため平成２８年４月に「こども課」を学校担当部局のある教育委

員会内に編入し、学校担当部局が設置した教育研修センターと連携しながら保育士・幼

稚園教諭等の研修や幼保小連携に向けた体制を整えている。また、令和５年度より園長

等経験のある幼児教育アドバイザーを配置し幼児教育の質向上の強化に取り組んでい

る。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・幼児教育アドバイザー施設訪問による指導助言の実施

・幼児教育に係る各種研修会の実施（園内研修等）

・専門職との効果的な連携と幼保小連携の研修

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼児教育アドバイザー施設訪問＞ 

 令和 6年度は 9施設に対して 27回、幼児教育アドバイザーの施設訪問を実施した。

施設訪問では、現場における保育指導に関する課題等について現状を把握し、共に解決

できるように指導助言を行った。また、施設の要望のもと保育参観や保育者との懇談を

実施し、保育者の働き方改善に向けた課題等の把握をし、その改善策の提案をするなど

施設に寄り添った支援を行うことができた。 

＜園内研修＞ 

 市内こども園の園内研修に幼児教育アドバイザーを派遣し指導助言を行った。一人一

人の自主的な参加が必要な研修となっており、保育者間の積極的な意見交換と幼児教育

アドバイザーによる指導助言を通して、保育に関する問題意識の向上に繋がった。

【園内研修の様子】 

ワールド・カフェ方式を取り入れリラック

スした中でも積極的な研修となった。また、

研修内容に小学校の環境構成等についても含

まれており、幼保小連携についても繋がる内

容となっていた、 
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＜保育教諭・保育士実践セミナー＞ 

日頃から頑張っている保育教諭・保育士が、連絡帳の書き方や時季にあった教室掲示・

環境構成、保護者対応、気になる子とその保護者への対応など、日頃の仕事上の悩みや

困っている（いた）ことなどを参加者同士で気軽に話し合うとともに、指導主事やアド

バイザー、参加者からのアドバイスや助言を得ることで、その後の保育活動の実践に生

かせるように、ワールド・カフェ方式の研修を実施した。 

各施設の保育者は比較的参加しやすいように、同じ内容を午前と午後に設定したが、

合わせて 33 名の受講者があった。 

今回初めての実施した研修であったが、少人数によるワールド・カフェ方式の話し合

いだったので、受講者も比較的満足した研修会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜須賀川市幼保小連携研修会の実施＞ 

 市内の幼保小すべての 38施設から 41名、幼保から副園長・主任、小学校から教頭・

教務主任が集まり研修会を実施した。講義や分科会を通して、各施設における課題等に

ついて共有し積極的な意見交換ができていた。また、架け橋期における指導についても

意欲的な話し合いが行われ、幼保小連携の重要性について理解を深めることできた。 

 

【講義の様子】 

元大学教授による「幼保小連携接続の

意義と効果について」の講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

【分科会の様子】 

各小学校区に分かれ、幼保小担当の積

極的な意見交換が行われていた。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 茨城県牛久市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

本市の幼児教育施設は 21園、そのうち教育委員会所管は公立幼稚園１園であり、他

は保健福祉部保育課の管轄である。そこで、公立幼稚園を核として、茨城大学教育学部

と連携しながら幼児教育センター事業を進め、公私や施設類型を問わず、幼児教育の質

の向上や幼保小連携接続の充実、保育者と小学校教員の資質向上を目指し以下の取り組

みを行った。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育担当アドバイザーと幼保小接続担当アドバイザーによる幼児教育施設訪

問、幼保小接続担当アドバイザーによる学校訪問、保育者向け研修の企画運営 

・ 幼児教育担当アドバイザーと幼保小接続担当アドバイザーによる学校区交流活動参

観と協議（担当学年が抱く課題の把握と他学区の取り組み紹介） 

・ 茨城大学教育学部との連携による幼児教育施設・小義務教育学校管理職対象の講

演、保育者向け講演とワークショップ 

・ 巡回相談員 10名による巡回相談の実施 

・ ８つの小学校区地区幼保小連携事業の実施(アフターコロナにおける交流の在り方) 

・ 教育委員会と市保健福祉部との連携 

【取組内容の具体的な事例】 

＜3名の幼児教育アドバイザーによる幼児教育施設訪問と幼保小接続担当アドバイザー

による学校訪問の実施＞ 

 令和６年度より、教育委員会に幼児教育アドバイザーとして幼保小接続担当アドバイ

ザー１名と幼児教育担当アドバイザー２名を任用し、研修の一元化、幼児教育施設の定

期的訪問による幼児の見取り、保育の質の向上に向けた懇談（園長・主任・担任）、公

開保育（参観・協議）を通して保育の質の向上を目指した。 

 研修として、４・５歳児担当者研修（以下４・５歳研）を５回実施し、一斉指導型保

育から「遊び」を通しての学び、幼児主体の保育に関する動画視聴、意見交換、講演や

ワークショップを企画運営した。毎回 20人程が参加し、活発に情報交換を行った。 

幼保小接続担当アドバイザーは、月 1度（通年で 59回）の小学校訪問、低学年の授

業参観、授業に関する情報提供、幼児教育との接続を意識した授業づくり等について協

議した。協議は放課後に学校で実施と web会議システムを活用した実施を試行し、教職

員の負担減を考慮した。併せてタブレット活用事例等にも触れ、現在の学校が目指す授

業の姿や ICTの効果的活用の具体化も協議できた。 

 さらに、計画訪問時には低学年部会の設定を依頼、授業に関する協議と文部科学省動
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画「遊びは学び 学びは遊び やってみたいが学びの芽」を協議の中で視聴し、求めら

れている架け橋期の取り組みに関して情報共有を図った。 

 これらの情報を４・５歳研で保育者にも適宜伝達し、一斉指導型授業という授業イメ

ージの刷新に努めた。 

＜茨城大学教育学部との連携による研修の実施＞ 

 幼児教育施設・小・義務教育学校の管理職・保育者・教員向けに、研修を企画し、実

施した。研修テーマ及び講師は以下のとおりである。 

○ 第２回合同連絡会（管理職対象） 講演 茨城大学 新井 英靖教授 

「個別最適化された学び」と「協働的な学び」-令和の日本型学校教育への転換- 

○ 第４回４・５歳児担当者研修（保育者対象） 講演 茨城大学 石田 修講師 

「遊びを通して学ぶ」-先の見えない時代で求められる力とは- 

○ 第５回４・５歳児担当者研修（保育者対象） 茨城大学 石田 修講師 

 ワークショップ 「遊びを通して学ぶ」 各園での「遊び込んだ」姿と遊具の紹介等 

〇 ケースカンファレンス 

希望園に新井先生、石田先生、大学院生が訪問し、気になる幼児への対応に関して、

見取りとケース会議を実施した。保育者の研修の場の一つとなっている。 

＜巡回相談員による巡回相談の実施＞ 

10名の専門家に巡回相談員を委嘱・任命、幼児教育施設対象の巡回相談を各園５回ず

つ実施した。相談員は幼児教育施設で幼児の様子を見取り、保育者や保護者の個別相談

と専門的な見地からの助言を行った。気になる幼児に対して、保育者のアプローチの工

夫、保護者の子育ての中での困り感の軽減等、継続的な支援に成果が見られる。本年度

は年間 104回の巡回相談を実施し、小学校への円滑な就学相談に結びつけることができ

た。気になる幼児は増加傾向にあり、相談員同士の情報交換やケース会議への要望も出

されている。 

＜地区幼保小連携事業の実施＞ 

８校の市立小・義務教育学校で学校区のグループを編成、地区幼保小連絡会として公

開保育、授業参観、幼児と児童の交流等の活動の計画・実施を依頼した。コロナ禍前に

戻したいという考えもあったが、アフターコロナの教育活動に合わせた交流活動への工

夫も見られた。学校区による差への対応は課題である。 

本年度は、学校区での交流活動の参観をできるだけアドバイザー３名で参観し、放課

後に情報交換を行った。３学校区で実施でき、学校側の工夫や多くの学年との交流機会

の設定等「これまでどおり」ではない取り組みを模索する様子が捉えられた。 

＜市保健福祉部との連携＞ 

 ７年度に向け、架け橋カリキュラム作成に関する会議を計画している。幼児教育施設

や学校の負担増とならないように４・５歳研の一部を活用し「カリキュラム作成会議」

を保育者と学校教職員が共に協議できる場を設ける方向で進めている。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 茨城県鹿嶋市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

・幼児教育にこれまで携わり、知識や経験が豊富な人材を「幼児教育アドバイザー」と

して配置している。 

・公私立問わず、幼稚園教諭や保育教諭、保育士等への相談支援、現場で抱えている課

題解決に向けて指導・助言する役割を担っている。 

・市独自に架け橋期カリキュラムを作成し、幼稚園・保育所・認定こども園と小学校が

連携を深めていくことを推進している。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・市内幼児教育施設への訪問       ・園長会・学校長会等での事業説明と研修 

・保幼小接続の検討   ・各種研修会の開催、参加    ・教育相談 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼保の連携＞ 

公立幼稚園で市内の幼保小施設関係者を対象（※希望者）に交流事業を実施した。現

場の職員だけでなく、幼児教育アドバイザーや教育委員会行政担当職員も参加すること

で互いの実情を把握し、幼保小連携の質向上に関する相談・支援等の場が確保された。 

 

＜公立保幼教職員研修・公立保幼初任者研修＞ 

外部講師を招き、「幼児教育指導法」などをテーマに

職員研修を実施した。また、初任者には幼児教育アド

バイザー等が講師となり市内研修を実施した。外部研

修に参加することができない職員も現場経験が豊富な

職員から指導や支援を受けることで、スキルアップを

図ることができた。 

 

＜幼保小接続の検討＞ 

保幼小接続推進委員会を実施し、幼保小接続などに関

する意見交換や中学校区ごとに架け橋期プログラムの

作成を行った。 

教育内容の接続や学びの連続性などの理解を深めるた

め、意見交換を行い、幼児教育施設職員と学校職員で

共通理解、情報共有を図ることができた。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：埼玉県さいたま市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

さいたま市では、令和２年３月に「さいたま市幼児教育の指針」を策定し、「あそび

で育つ 輝くさいたまの子」の具現化を目指して、子どもの育ちに係る質の向上に努め

ている。本市の特色として、市内に約７５０の就学前施設がある。そのため、幅広く就

学前施設の要望に応じることができるように、幼児教育アドバイザー派遣事業の充実を

図ってきた。また、施設類型を越えた保育者の資質向上につながるよう、公開保育研究

事業や保育者資質向上研修会の実施及び工夫改善をしてきた。さらに、さいたま市幼保

小架け橋プログラムの推進に向けて、教育委員会との連携体制を一層強化している。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・幼児教育アドバイザーの派遣事業の見直し（活用形態の工夫、活用機会の拡充等） 

・「さいたま市幼保小架け橋プログラム」に沿った幼保小連携事例の発信、収集。 

・「架け橋期のカリキュラム」作成支援（モデルカリキュラムの提示等）。 

・市内全ての区において公開保育研修会を実施することで、市内全域での幼児教育・保 

育の質の向上及び幼保小連携の推進を図った。 

・保育者資質向上研修により、市内約７５０の就学前施設に在籍する保育者の施設類型 

を越えた交流の活性化、資質向上に努めた。 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼保小連携教育研修会の様子＞ 

 教育委員会と子育て未来部との共催で実施した研修会に 

は、市内公立小学校教員１０１名と市内保育者が１２２名 

参加した。幼保小連携を図りたい小学校と小グループでの 

協議、意見交換が可能なように保育者を配置した。６月に 

開催したため、今年度の幼保小連携について具体的な話し 

合いができた。 

 

＜公開保育研修会の様子＞ 

 公開保育研修会は、市内全ての区（１０区）において計 

１２園が実施した。園内研修の成果を確認するとともに、 

近隣の施設から保育者及び小学校教員、区役所の保育コー 

ディネーターが集い、当日の保育だけでなく幼保小連携に 

ついても意見交換・協議することができた。また、参会し

た副園長と小学校の教頭とが顔の見える関係となり、その後 

６月開催「幼保小連携教育研修会」の協議の様子 

 

８月実施「公開保育研修会」の意見交換の様子 
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の連携を強化する契機となったことが確認できた。 

 

＜「さいたま市幼児教育・保育実践事例集（第４集）」の発行＞ 

 さいたま市幼保小架け橋プログラムに基づき 

「架け橋期のカリキュラム」の作成を支援する 

ため、昨年度末にモデルカリキュラムを提示し 

た。モデルカリキュラムを参考に園独自で作成 

したカリキュラムと保育実践を併せて事例集に 

掲載した。その中で、「幼児期の終わりまでに 

育ってほしい姿」と実践で伝えられた子どもの 

姿との関連を明確にすることで、小学校以降の 

教育を見通すことや「環境を通して行う教育」 

について相互理解が深まるように編集した。 

 さらに、冊子内容の一部をＨＰに掲載するこ 

とで、より多くの保育者や小学校教員が自身の 

保育・幼児教育、学習指導等を振り返り、工夫 

改善が図れるように発信することにした。 

 

 

＜幼児教育アドバイザー派遣事業の様子＞ 

 本年度は、派遣内容を見直すことで、派遣回数が増

えるようにした。発達の偏り等のある子どもに対する

保育者の関わり、クラス運営について派遣ができるよ

うにしたため、全体の派遣回数が増加した。当日は、

保育観察後のカンファレンスを通して、派遣されたア

ドバイザーとともに保育者自身が子どもへの関わり方

を考え、よりよい保育・幼児教育に気が付き、次の日からの実践意欲が高められるよう

に保育者支援、園の体制支援について助言できるようにした。派遣後の感想用紙から

は、「よりよい関わり方に気付くことができた」等の感想が確認できた。 

 

＜保育者資質向上（新人保育者育成支援）研修の様子＞ 

ミドルリーダーを対象とした研修会の実施後の感想からは、 

「相談されたとき自分の考えをすぐに伝えて解決策を考えてし

まいがちだった」等、自身の新人保育者への関わり方をよく振

り返ったものが多く確認できた。 

 

「さいたま市幼児教育・保育実践事例集（第４集）」８～１１ｐより 

 

担任以外の保育者も一緒に語り合うカンファレンスの様子 

 

新人保育者育成支援の研修会の開催の様子 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 埼玉県草加市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

草加市においては、幼稚園・保育所・認定こども園・小学校・中学校が連携しなが 

ら、生きる力を一貫して育てる「幼保小中を一貫した教育」を行っている。これまでの

取組により、子どもたちの生きる力が着実に育まれ、幼保小の円滑な接続も実現されて

きている。課題として、公立園に比べ私立園に対する支援が充分に実施できていないこ

とがあるため、市内の全ての園に十分な支援が実施できるよう、取り組む必要がある。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育アドバイザー等による訪問支援 

・ 保育見学会の開催 

・ 架け橋期のカリキュラムの編成と実施についての研修会の開催 

・ 草加市子ども教育連絡協議会の開催 

・ アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムの編成及び実施に関する支援 

【取組内容の具体的な事例】 

＜訪問支援＞ 

 市内の保育園及び幼稚園にのべ４９回訪問した。園内での保育の様子を見学したの

ち、園長や担任の方を交えて懇談会を実施している。懇談中は、保育の振り返りや保

育・教育についての情報提供のほか、訪問園からの相談を受け付けた。 

 訪問支援後のアンケートでは、「第三者視点での意見をいただくことができて新鮮だ

った」「日々の保育を振り返る良い機会だった」「自分の保育に自信が持てるようになっ

た」等の肯定的な意見を伺うことができた。 

＜保育見学会＞ 

 市内の幼稚園・認可保育園・認定こども園及び小中学校等を対象に、市立保育園の保

育を参観して協議する保育見学会を実施した。主に５歳児のクラスの自由遊びを見学

し、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の視点をもとに、遊びを通した子どもの育ち

や環境設定の工夫を見取ったほか、見学会後は中学校区ごとに園・学校等が協議を行

い、幼保小中間で幼児期の子どもの育ちを共有し、生かしていくことについて理解を深

めた。 

＜幼保等及び小学校職員向け研修会＞ 

 國學院大學人間開発学部 教授 吉永 安里氏を講師として招き、「～子どもの「や

ってみたい！」をつなぐ架け橋期のカリキュラムとマネジメント～」と題して、幼保小

及びの職員を対象としてご講演いただき、幼保小の円滑な接続への理解を深めることが

できた。また、講演後は、中学校区ごとに、幼保小の連携について講演を受けて活発に
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意見交換をすることができ、連携を一層深めることができた。 

＜草加市子ども教育連絡協議会の開催＞ 

 年度の初めに市内の幼保小中が中学校区ごとに集まり、目指す子ども像や幼保小中間

の連携事業の確認・情報交換を行った。年度の終わりには、市内幼保小中の団体が一同

に会する全体会を開催し、接続期の引き継ぎを内容とした講演会及び中学校区別協議を

行った。 

 中学校区別協議では、各校・各園に年間行事計画を用意してもらい、それをもとに連

携事業の日程等を決めたことで、異校(園)種間で計画的に連携を進めることができた。

また、各校(園)の情報交換を行ったことで、異校(園)種への理解促進につながった。 

＜アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムの編成・取組への支援＞ 

 幼保においては、訪問支援の際にアプローチカリキュラムの編成や就学に向けての取

組について適宜情報提供を行った。小学校においては、スタートカリキュラムの実施状

況を把握するため１学期に小学校１学年の授業を参観し、具体的な助言を行った。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：東京都世田谷区  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

乳幼児教育支援センターでは、人材育成支援として各種研修や専門人材の派遣などを

実施しているが、区立と比較すると私立園の参加率が低いことが課題である。ただし、

各園における運営方針・体制や私立幼稚園独自の研修システム等が機能していること

等、私立における実態も確認しながら、区として可能な実施方法を工夫しながら、アプ

ローチを続けていく必要がある。また、幼保小の連携として、区独自制度の「学び舎」

を活用した架け橋期のカリキュラムを検討しており、モデル研究や検討部会において幼

保小の職員同士の交流が促進され、相互理解が深まっている。 

保育関係者連絡会における意見等を参考に、乳幼児教育支援センターの取組が実践の

場に役立つものとなるよう取り組んでいく。 

【令和６年度における主な取組内容】 

令和６年度は、世田谷区乳幼児教育支援センター発足から３年目を迎え、各取組につ

いて、内容の拡充や実施方法の改善などを図ってきた。その結果として、研修や専門人

材派遣、学び舎等の事業については私立園の参加も徐々に増え、公・私、幼・保・小な

ど多角的な面での交流が進みつつあり、区全体の教育・保育の質の向上に資することが

できた。また、各種アドバイザーの派遣によるスポット的な支援についても継続してい

く。 

【取組内容の具体的な事例】 

＜乳幼児教育アドバイザーの派遣の様子＞ 

区立幼稚園 1園、区立保育所 3園に、乳幼児教育アドバイザーを計 11回派遣し、保

幼小の連携に関することや世田谷区の特色を活かした乳幼児期における教育・保育の進

に向けた助言・指導等を行った。また、園・施設への訪問時に、教育・保育の取組の見

学した感想を参加者全員で共有した。その感想の一部抜粋は別紙資料 1のとおり。 

 

＜世田谷版アプローチ・スタートカリキュラム改訂委員会の様子＞ 

区内の公私立幼稚園・保育施設の園長や教育委員会事務局・区長部局の管理職等で構

成される改訂委員会を開催し、架け橋期の取組みについてのモデル研究の発表や、世田

谷版架け橋期カリキュラム(仮)の構成案を検討した。資料について別紙 2のとおり。 

 

＜乳幼児教育支援センター研修の様子＞ 

区内の各教育・保育施設を対象に人権、保育実践、危機管理安全対策等のテーマをも

とに全 32の研修を実施。各研修では、その分野の専門家(大学教授等)を招き、日々の
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教育・保育実践に即した研修を展開した。また、各施設が参加しやすくなるよう実施時

間・方法・テーマなどの工夫を行っている。実施した研修の一覧は別紙資料 3のとお

り。 

 

＜学び舎連携活動に係る支援の様子＞ 

各学び舎において、主に幼保小の連携がより円滑かつ活発になるよう、モデル研究の

支援や研究成果の公表・共有等を通じた支援を実施している。具体の取組として、学び

舎を活用した架け橋期における取組をより円滑かつ効果的なものとするため、学び舎・

連携活動アドバイザー（学識経験者）をモデル園の学び舎に派遣し、助言、指導等を行

っている。令和 6年度は、アドバイザーを 2学び舎に計 3回派遣し、幼稚園 2園、保育

所 1施設、小学校 2校を訪問し、助言、指導等を行った。モデル研究の中間報告書（１

学び舎分）別紙 4のとおり。 

 

＜世田谷区乳幼児教育・保育関係者連絡会の様子＞ 

乳幼児教育支援センターの事業が実態に即したものとなるよう、区内の教育・保育施

設関係者・区管理職を集め、乳幼児教育支援センター事業の報告と今後の方向性を報告

し、各方面より意見をいただいている。本連絡会の資料は別紙 5とおり。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 東京都八王子市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 本来、子どもの主体的な遊びをとおした学びを基盤として、保育は組み立てられていく

ものであるが、現状は、保育者主導の一斉活動が主活動として位置づけられており、子ど

もが能動的に遊ぶ環境に乏しい。アドバイザーによる訪問支援や研修会を開催し、子ども

自身が環境に関わり、興味関心を広げ、資質能力が育まれていくことを伝え、更なる質の

向上に努める。 

【令和６年度における主な取組内容】 

１ 教育部局との連携強化と保・幼・小連携の推進 

２ 各種研修会の開催 

３ 幼児教育・保育アドバイザーによる訪問支援 

４ 八王子市幼児教育・保育施設における子どもの安全・安心月間 

５ 公開保育の開催 

【取組内容の具体的な事例】 

１-１「子ども家庭部・学校教育部との連携強化」 

 これまで、「保・幼・小連携の日」において、各小学校を起点に幼児教育・保育施設職

員との意見交換を行ってきたが、架け橋期のカリキュラム作成を見据え、スタートカリキ

ュラムの協働作成等について検討した。 

１-２「保・幼・小子育て連絡協議会ブロック会議」 

 市域を５ブロックに区分けし、幼児教育・保育施設、小 

学校、学童保育所、その他関連施設職員により、接続期の 

課題や連携の在りよう等について、グループディスカッシ 

ョンを行った。 

２-１「八王子市保・幼・小子育て連絡協議会講演会」 

          白梅学園大学名誉教授：無藤隆氏に登壇いただき、「幼児教育と小

学校教育をつなぐ架け橋カリキュラムの実践に向けて」をテーマに

講演いただいた。 

２-２「すくてくシート研修会」 

 園から小学校へ子どもの育ちをつな 

げるための本市独自のすくてく支援シ 

ートについて、園・小学校からの話題 

提供の後に、グループワークによって、その活用方法や保 

護者との関係づくり等について認識を深めた。 

２-３「心肺蘇生法研修」 

 より実践に役立つよう乳児型のダミーを使用し、日本 BLS 協会スタッフによる心肺蘇

生法の実技指導を行った。また後段では、医師によって誤嚥に関する身体的メカニズムの

理解、予防に関する講義を行った。 
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２-４「職種・世代別研修」 

 よりきめ細かく保育者のニーズに合う研修内容を提供す 

るため、主に幼児教育・保育アドバイザーを講師にグルー 

プワークを織り交ぜながら、個別課題に沿った研修を計６回 

開催した。 

２-５「ハッチネットセミナー」 

        発達障害のある子の理解と援助方法の取得のため、保育者の他、児童発

達支援事業・病院・学校・行政等職員を対象に、医師や心理士、各種療法

士に御登壇いただき、講義、グループワークを織り交ぜたセミナーを年４

回開催した。 

 

２-６「保育従事者研修」 

 認可外保育施設を含む幼児教育・保育施設職員を対象に、保育理論 

や子どもの発達、歌あそびの実技等、実行委員会にて内容を検討し年 

３回開催した。 

３「幼児教育・保育アドバイザーによる訪問支援」 

 市内幼児教育・保育施設を対象に、幼児教育・保育アドバイザーによ

る「訪問支援」を実施した。午前に幼児教育・保育を観察し、午後の時

間帯においてカンファレンスを行い、幼児教育・保育の内容について助

言を行った。 

 

４「八王子市幼児教育・保育施設における子どもの安全・安心月間の実施」 

本市では、夏休み明けの新たな学期の始まりである９月を「八王子 

市幼児教育・保育施設における子どもの安全・安心月間」として位置 

づけている。園生活全般・保育環境・防犯等において、年度ごとに重 

点テーマを定め、点検や本市策定の安全・安心マニュアル等を用いた 

園内研修を実施するよう幼児教育・保育施設に要請し、その結果報告 

を求めた。また、NPO法人 Safe Kids Japan理事長で医師の山中龍宏 

氏に登壇いただき「子どもの誤嚥・窒息を減らすには」をテーマに講演いただいた。 

５「公開保育の開催」 

  昨年度、市内幼児教育・保育施設職員を対象に、公立保育園３園に

おける保育を公開し、新たな保育に対する考えや、実践方法を取り入

れる機会を設けた。今年度については、民間園を含む８園(述べ 11回)

において公開保育を開催し、約 55名の参加があった。保育観察の後

にカンファレンスを行い、保育の振り返り、子どもとの応答的な関わ

り、子どもの主体的遊びを保障するための環境構成等についてディ

スカッションし、幼児教育・保育アドバイザーより講評を行った。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 東京都日野市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

日野市の小学校、幼稚園、保育園の連携は歴史が長く、平成 22年には当時の幼小連

携の枠組みに保育園が加わる形で幼保小連携教育推進委員会が起ちあがり、市内の教員

や保育士が授業観察や協議を通して、市立小学校のスタートカリキュラムの実態及び各

園各校の実践について共通理解を図り、架け橋期教育の充実を図ってきた。令和 5年 4

月に幼児教育・保育連携推進プロジェクトチーム（以下、「PT」という）を起ち上げ、

現在 2名の幼児教育・保育アドバイザーを配置し、幼保小の巡回支援、研修、情報発信

等を行っている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ アドバイザーによる巡回支援（全小学校、公立の幼稚園及び保育園、私立の幼保に

ついては園数が多いため一部を巡回。架け橋期の学びに関する参観や指導、幼保小の

交流の促進、幼保の保護者会で就学についての講演、など。） 

・ PTによる取組（公民幼保合同の研修会の開催。幼保小接続リーフレットの発行。ア

ドバイザーの巡回支援のバックアップ。在り方検討委員会からの方策に関する検討な

ど。）  

【取組内容の具体的な事例】 

＜①幼保小連携教育推進委員会＞ 

・ 幼保小の先生が、幼保小連携の基本的な考え方、抱える実践上での課題やニーズ

について共通理解し、園及び小学校の取組の改善につなげる本取組。 

・ 令和６年度は、年度初めと終わりの全体会、小学校及び幼稚園参観は市内をこれ

までの４つ⇒８つのグループに細分化し、グループ間の交流や会の中での意見交換

の活発化も図った。外部講師を招いての研修も交えながら実施している。 

＜②幼児教育・保育アドバイザーの巡回支援＞ 

・ 令和 6年 4月に公立幼稚園長経験者を 1

名追加配置。合計 2名のアドバイザー体

制となった。 

・ 幼保小を巡回しながら、アドバイザー

の実体験をもとに接続に関する助言、課

題の聞き取りなどを実施。また、幼稚園

や保育園の運動会や発表会の行事日程を

集約し、各小学校に共有し、参観を促す

など、園小間の交流促進を図ってきた。 

 

②アドバイザーによる私立幼稚園での講演の様子 
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・ 今年度は新たに、新一年生保護者会で各校が配布する「入学のしおり」の表記に

ついて情報収集を行い、幼児教育との連携の観点から表記に関する助言等を実施。

①に記載の委員会の中でも研修テーマとして取り上げ、しおりの改訂を通じて各小

学校の意識改革を図った。 

・ 就学を控える 5歳児保護者に対して取り組んできた、保護者会を巡回して実施す

る入学に向けた心構えなどの講演について、時期を前倒しして通年で実施。 

＜③公民幼保合同研修会＞ 

・  PT主催による、市全体の幼児教育・保育の質の向上を目的とした、公立私立問

わず市内の幼稚園及び保育園を対象とした研修会を令和 6年 10月に開催。 

・ 玉川大学、大豆生田啓友教授に「子

ども・保育者・保護者がワクワクする

保育へ」をテーマに、保育事例や最新

の国での議論の内容等の紹介を交えな

がらご講演いただき、事後アンケート

では出席者の 9割以上の方から「大変

参考になった」との高評価をいただい

ている。 

＜④幼保小連携パンフレット＞ 

・ 日野市幼児教育・保育の在り方検討委員会の検討結果を受け作成。 

・ このパンフレットでは、幼児期の経験が小学校の生活や学習につながっていく

ことを、事例などを交えて紹介しており、幼稚園、保育園、認定こども園、小学

校の職員だけでなく、保護者へも理解を促す内容となっている。 

・ パンフレットに載せきれなかった内容や、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

（10の姿）の事例なども日野市ホームページと連動しながら情報発信している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

③公民幼保合同研修会。玉川大学大豆生田教授の講演 

  

④幼保小連携パンフレット。日野市 HP でも公開中 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 東京都国立市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

国立市幼児教育センターは、元・保育者養成大学の教員をセンター長とし、乳幼児か

ら高齢者までが日常的に訪れる多世代交流施設の中に設置されている。市が設立した社

会福祉法人が、市の子ども家庭部・教育委員会と緊密に連携しつつ、現場の改善につな

がる往還型研修等の実施・巡回相談支援・幼保小連携体制の充実に加え、保護者・市

民・学生が保育者・教員と共に発達支援について学び合う講座等を開催し、まちぐるみ

で幼児教育を推進する体制を構築する取組を行っている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育アドバイザーが市内の全就学前教育施設を巡回訪問し、園から挙げられた

課題等をもとに市内就学前施設職員対象の研修のコーディネートや、個別相談に応

じ、園の課題解決の過程を実践研究的に支援した。 

・ 幼保小連携における研究協力地区としての指定期間は令和５年度で終了したが、継

続して幼保小の専門職で学びあう往還型研修を実施した。 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼保小連携推進事業の様子＞ 

市子ども家庭部及び市教育委員会と連携し、全 3回の幼 

保小連携推進研修を実施した。 

各自チャレンジテーマを設定し、実践した内容を持ち寄り 

学び合う「往還型研修」を行い、最終発表の際には園長や 

校長にも参加していただき、市全体として幼保小連携推進 

に取り組んでいる。 

 

＜幼児教育アドバイザーの巡回訪問の様子＞ 

幼児教育アドバイザーが、市内の就学前教育施設 32園全 

園の巡回訪問を実施し、保育環境のアドバイス等を行った。 

巡回する中で各園から挙げられた研修要望については、 

令和 7年度に幼児教育センターで実施する研修内容にも反 

映している。 

 

＜専門職と市民が語り合う場の様子＞ 

 多摩保育研究会と共催で「国立みんなの大学」として 

専門職と市民が語り合う場を設けた。 
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実践者による事例発表と、それを踏まえた質疑応答やディスカッションを行い、専門

職と市民が立場の違いを超えて保育や教育について語り合い、考え合う機会を創出し

た。 

 

＜リーダーゼミの様子＞ 

 就学前教育施設の施設長等、リーダー層向けの研修とし 

て「リーダーゼミ」を実施し、リーダー的立場だからこそ 

の悩みや課題を話し合った。 

また、多くの参加者が課題として挙げた「子どもたちの 

声を聴きながら保育を進めること」や「保護者との連携」 

について、先進的な取り組みを行っている他自治体の園を 

幼児教育アドバイザーとともに見学し、自園への活かし方を検討した。 

 

＜発達サポーター養成講座の様子＞ 

 子どもの発達について市全体で理解を深めることがで 

きるよう、就学前教育施設の職員と市民が一緒に受講す 

る発達サポーター養成講座を開催した。 

受講者からは「立場が違う人が受講していることも刺 

激になった」「子育てが楽しみになった」などの感想が挙 

げられた。 

受講後も交流会やチャットで交流を継続しており、自身の子どもに関する相談や支援

員としての活躍の場等、情報交換の場となっている。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 神奈川県秦野市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 今年度は、公私・園種・校種の枠を超えた園校すべてを対象とした園小の接続強化、 

及び乳幼児教育・保育の質の向上等を目的に「乳幼児教育センター」を設置した。幼児 

教育の推進体制としては、域内全ての園校を対象とした園小架け橋期カリキュラムの普 

及促進、教育・保育の質の向上に向けた人材育成・研修、架け橋期のインクルーシブ教 

育の推進（就学相談）に関することに取り組んでいる。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 園小接続の「架け橋期のカリキュラム」モデル地区による実践研究 

・ 「育ちと学びをつなぐ架け橋期のカリキュラム手引書」策定 

・ 公私立園から小学校への円滑な接続のための就学相談の実施 

・ 「はだのっ子育ちと学びの架け橋会議」の実施 

・ 教育・保育の質向上のための公私立園合同研修会の実施 

【取組内容の具体的な事例】 

＜架け橋期のカリキュラム実践研究の様子＞ 

 １つの小学校区をモデル地区とし、小学校と公私立園３園

において教育・保育を理解し小学校への円滑な接続をめざす

ために実践研究を行った。実践における交流活動では実施の

前後に教師同士で子どもの実態、教師の支援のポイント等に

ついて話し合いを重ねてきた。交流をとおして５歳児は学校

の雰囲気を感じ取るとともに、1年生は５歳児を思いやる姿が見られた。           

＜「育ちと学びをつなぐ架け橋期のカリキュラム手引書」について＞ 

 令和３・４年に策定した「園小接続カリキュラム」に関する研究

成果をもとに、今年度は発達心理学を専門とする有識者の指導によ

り５歳児から１年生の２年間の架け橋期における「非認知能力」の

育ちを視点とした教育の在り方に焦点を当て、公私立園や小学校の

教員の参考資料として「育ちと学びをつなぐ架け橋期のカリキュラ

ム手引書」を策定した。令和７年度から各地区において子どもたち

の健やかな成長を切れ目なく支えるために活用していく。         

＜公私立園の小学校への円滑な接続のため就学相談の実施＞         

就学相談では、公私立園の保護者と面談を行い、子ども一人一人の状況や、教育的ニ

ーズを適切に把握し、保護者と一緒に子どもの就学について考えながら支援を行ってき

た。園小をつなぐ就学相談を行うことにより保護者の安心感につながっている。 
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＜はだのっ子育ちと学びの架け橋会議＞ 

【開催日程】 

今年度は園小中接続をさらに進めていくため、公私・園種・校種の枠を超えた「はだ

のっ子育ちと学びをつなぐ架け橋会議」を 8月と 2月に実施した。 

１回目 ８月１９日 テーマ「民間園との連携強化について」意見交換 参加者８７名 

２回目 ２月２０日 各中学校区別に意見交換 参加者：１０６名 

            〇小中学校管理職と民間園長等   

テーマ「８月の架け橋会議後の小中学校との連携状況」 

     「次年度に向けての課題等」 

 〇小･中学校インクルーシブ･人権担当教諭と公立幼稚園・ 

  こども園副園長 

  テーマ「民間園との連携強化の具体策について」 

 交流･連携等の具体的な実践内容や課題等の情報交換を中学校区ごとに実施し、指導

主事のファシリテートにより進行した。また、民間園との連携強化について意見交換を

行うことにより、民間園との連携を図るための具体的な策などについて理解をすること

ができた。このような会議を開催することで、園校の連携を推進している。 

 

＜教育・保育の質向上のための公私立園合同研修会の実施＞ 

１回目 １１月２１日 講演会 鶴見大学短期大学部保育科 教授 天野珠路氏 

テーマ「豊かな乳児保育の実践～応答的な関わりと援助～」   

 乳児保育に関する質の向上に向けて、人格形成の重要な時期

である乳児との関わりについて研修を実施した。 

参加者：３６名（公私立園） 

                

２回目 ３月４日 講演会 鎌倉女子大学児童学部児童学科准教授 田中みか氏 

テーマ「インクルーシブな園・学校づくり」 

 多様化する子どもたちが共に育ち合うための、園小に関するインクルーシブ教育にか

かる基本的な知識や方法について、理解を深め指導力の向上を図った。 

参加者：３６名（公私立園・公立小学校） 

 

公私立園･小学校が共有できる研修は、園小を円滑に接続し教育・保育において共通

理解を図るためにも大きな効果が見込まれるため、今後も公私立園・小合同による人材

育成に取り組み、教育・保育の質の向上へとつなげていく。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：新潟県聖籠町  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

当町では、令和４年度から新しい子育てシステムに移行し、３～５歳児を受け入れて 

いた町立幼稚園３園が１園に、０～２歳児を受け入れていた私立保育園４園が０～５歳

児までを受け入れる認定こども園となった。さらに、令和７年４月には新たに保育園が

１園開園する。そこで、町内すべての園に対して等しく質の高い幼児教育を継続的に提

供できるように、研修や支援を強化している。また、これまでの学区ごとの１園１小か

ら、複数園・小の接続に変わったため、新たな接続体制の構築に努めてきた。 

【令和６年度における主な取組内容】 

○ 幼児教育アドバイザーによる町立・私立全園への訪問研修・支援の積極的実施。園訪

問研修（１０６回）・園訪問（６１回）・全園を繋ぐオンライン研修会（６回）の実施。 

〇 指導者を招いた町立・私立園合同研修会開催（６回）、園・小学校・中学校合同の５

歳児研究保育協議会の開催（１回）。 

○ 保育者の指導力向上に向けた「聖籠町発達支援集」の作成と全園教諭への配付。 

〇 「聖籠町架け橋期カリキュラム」を各園・小学校で自園・自校化。関係者協議会にお

ける園長・小学校長が架け橋期カリキュラムの推進に向けた話し合い（２回）。  

○ 連絡協議会（３回）・関係者協議会（５回）・有識者会議（１回）の開催。 

○ 聖籠町の幼児教育について、町の広報やホームページ、会議において積極的に発信。 

【取組内容の具体的な事例】 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「管理職研修会」「３・４歳児研究保育協議会」「指導力向上研修会」「絵画指導研修

会（実践編・応用編）」を開催し、研修意欲や指導力を高めることができた。（参加教諭

１００名）。また、指導力向上研修会では、「今、架け橋期カリキュラムに求められてい

・ アドバイザーが、町立幼稚園１園と私立認定こども園４園

に対し、毎月各園１回以上訪問研修を実施した(年１０６

回）。午前に０～５歳児の保育を動画撮影し、午後に動画を

もとに１時間ほど話し合いと指導・助言を行い、指導力の向

上に繋げることができた。指導時間を取れない園には指導

のポイントを紙面にまとめ、園に送って活用してもらった。 
※午後の話し合いと指導 

※アドバイザーが進行と指導 

＜幼児教育アドバイザーによるタブレットを活用した園訪問研修と、オンライン研修会

の実施＞ 

【タブレットを活用した園訪問研修】 

【町立・私立全園をつなぐオンライン研修の実施（年６回）】 

・ 園によってなかなか研修会場に足を運べない実態を考慮し、 

多くの園教諭が参加できるように全園を繋ぐ学年別オンライ

ン研修会を実施した。テーマに沿って同学年担任で保育のア

イディアや悩みを共有することができ、横のつながりも深め

ること 

ができたと好評であった。（参加教諭６２名） 

【町立・私立園教諭合同研修会の開催】 

＜指導者を招いた合同研修会の実施＞ 
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ること」をテーマに、架け橋プログラムについて理解し、グループごとに架け橋期カリ

キュラムの作成を行った。参加した園教諭からは、今後、園と小学校で互いのカリキュ

ラムを持ち寄り、教育内容や学びの連続性について語り合う会をもちたいという感想

が聞かれた。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

         

         

         

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 幼児教育センター長がこども家庭センター長を兼任するとともに、こども家庭セン

ターのソーシャル・ワーカー４名は幼児教育センターにも所属し、町立・私立全園と

小学校・中学校を定期訪問しながら、子どもの発達や保護者の育児についての悩み等

を幼児教育アドバイザーと情報共有しながら支援にあたっている。 
 

・ 今年度は、園・小学校教諭による新１年生授業参観

(全３校）と５歳児保育参観(全５園)の後に、各園・

小学校で情報交換の時間を設けた。参観した様子をも

とに園・小教諭で子どもの育ちや学びのつながりにつ

いて話し合い、理解を深めることができた。また、園

小合同情報交換会（１回）を開催し、円滑な接続に向

けて丁寧な話し合いを行うことができた。 

＜保育の指導力向上に向けた「聖籠町発達支援集」の作成と配付＞ 

・ 各学年の発達過程を園教諭がしっかりと理解し、学年に応じたより

よい保育を実践できるように、幼児教育アドバイザーが「聖籠町発達

支援集」を作成し、全園教諭と小学校に配付した。園訪問研修での指

導内容をもとに、０～５歳児の学年別の発達過程と支援、保護者への

啓発、行事や遊び・生活の指導のポイント、オンライン研修会の指導

内容等についてまとめてあり、日々の保育に生かしてもらう。 

＜園・小学校教諭による新１年生授業参観,５歳児保育参観,園小合同情報交換会 

の実施＞ 

※新１年生授業参観後の情報交換 

＜聖籠町架け橋カリキュラムの自園・自校化と、園長・小学校長による架け橋期カリ

キュラムをもとにした幼保小接続の話し合い＞ 

・ 令和５年度にアドバイザーが作成した「聖籠町架け橋期

カリキュラム」をもとに、各園・小学校で実践しながら加

除修正を加えて「架け橋期カリキュラム自園・自校化版」

を作成した。さらに、それをもとに関係者協議会で町立・

私立園長と小学校長が小学校区に別れ、架け橋期の円滑な

接続について積極的な話し合いを行った。（年２回） 

【園・小・中学校教諭合同の５歳児研究保育協議会の開催】 

・ 架け橋プログラムの推進に向けて、園・小・中学校教

諭合同の５歳児研究保育協議会を開催した。幼児期の終

わりまでに育ってほしい１０の姿を視点に、子どもの学

びや教師の援助・環境構成、小学校へのつながりについ

て協議した。今年度初めて参加した中学校教諭からは、

「町の１２年カリキュラムに基づき、幼小中の全教職員

がゴールの姿を共有しながら、子どもの発達や学びの連

続性をもっと意識していきたい」という感想が聞かれた。

（参加教諭２５名） 

 

※幼・小・中学校教諭で協議 

＜幼児教育センターとこども家庭センターの密接な連携＞ 

※園長・小学校長による話し
合い 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 石川県金沢市    

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 市内の幼児教育施設は、151園のうち私立が 137園（幼稚園 24、幼保連携型 64、保育

所 49）と９割を占めている。幼児教育センターには保育士のほか保健師、管理栄養士を

配置し、市内の全施設を対象に保育実践、衛生・給食管理及び発達支援の巡回訪問や相

談対応を行っている。また、幼児教育施設職員を対象とした研修を年間 58回開催する

など、域内全体の幼児教育の質向上に向けた取組を実施している。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育アドバイザーや専門相談員による巡回訪問 

・ 公開講座や若手保育者フォローアップ研修等、人材確保・育成に向けた事業の実施 

・ 幼児教育施設職員向け各種研修会の実施 

・ 幼保小連携や施設特有の取り組みを支援する委託事業の実施 

・ 東京大学（Cedep）との子どもの育ち共同研究 

【取組内容の具体的な事例】 

＜給食巡回の様子＞ 

 令和６年度は 99回の給食巡回を実施した。基本的には保育士・保健師が行う乳児保

育巡回とあわせて実施している。巡回先では、保育者からの給食管理、衛生管理、食物

アレルギー対応等様々な相談に対応し、また、管理栄養士の視点から現場の状況に応じ

て専門的指導を適宜行っている。 

 

＜若手フォローアップ研修の様子＞ 

 北陸学院大学、金沢星稜大学の２保育者養成校に

事業を委託し、卒業生を中心とした若手保育者への

研修、交流会を開催した。このうち北陸学院大学で

は、当大学以外の卒業生の参加も多く、計 13名の

参加があった。講師の講義を受けたあとの参加者同

士によるディスカッションを通じて、日頃の保育を

振り返り実践的な学びを得る機会となった。 

 参加者からはいずれの実施校においても、教員や

他施設の職員との交流をもつことができるこのよう

な取組を高く評価する声が聞かれた。 
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＜施設提案型モデル事業の様子＞ 

 各幼児教育施設で実施される独自の取組を応援

し、その取組の成果を他施設にも発信し、幼児教

育発展の取組を推し進めていく事業として３つの

施設に事業を委託した。 

 そのうち、聖ヨハネこども園では月に一度臨床

心理士が巡回し、こどもの行動発達の確認・共有

を図るため、毎月臨床心理士と担任とのコンサル

テーションを行うなど園内研修に取り組んでき

た。このような取組から、施設が主体的に問題意

識を持ち、園内研修を通じて職員全体で課題に取

り組むことで、職員の資質向上が有効的に図られ

ることが示唆された。 

  

＜大学等共同研究報告会の様子＞ 

 「子どもの豊かな心の育ちについて～子どもアート

工房の取り組みから考える」をテーマに、本年度実施

してきた東京大学発達保育実践政策学センター

(Cedep)との共同研究の報告会を、令和７年２月 13日

開催した。 

報告会では東京大学野澤准教授による研究成果報告

に加え、子どもアート工房での研修を実施した金城大

学短期大学部の森田教授による課題共有のためのミニ

講演、さらに子どもアート工房の運営側、利用者側の

立場の方々を交えた座談会を開催した。 

普段の保育の実践に子どもアート工房をどう取り入

れているかの具体的報告を受け、まだ利用したことの

ない幼児教育施設にとっても、これから情操教育を促

進していくうえでのよいヒントとなった。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 福井県越前市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

越前市には就学前教育・保育施設が 31施設（公私立保育園・認定こども園 23園、幼

稚園 6施設、小規模保育事業所 2施設）があり、今までも、公私立を問わず質向上のた

めの研修を実施してきた。令和 6年 4月に「市乳幼児教育・保育支援センター」を開設

したことで、公私立園種を越えた交流や質向上の取組がさらに進んだ。また、当センタ

ーに「幼小接続コーディネーター（元教員）」を配置したことにより、市教育振興課学

校教育指導室との協働した保幼小連携（切れ目ない支援や架け橋期の取組）の効果的な

取組が充実してきている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

【学び合い】学び合い講座（4講座 累計 21回開催）・資質向上研修（2回）  

公開保育のサポート（公立 2園・私立 3園他） 

【育ち合い】幼児教育アドバイザー連絡会（4回）・「共につくるスタートカリキュラム

研修」への参画・架け橋期の取組啓発リーフレットの作成 

【支え合い】ポルトガル語基礎礎講座（4回） 

【つながり合い】未就園親子向けの集い（ふらっと広場 6回）・「このみらい通信」発行

（10回） 

【取組内容の具体的な事例】 

＜「学び合い講座」と公開保育の様子＞ 

・ 1講座 15人定員、3回コースの設定でテーマを絞り開催。 

同じ課題や同年代の保育者が集うことで、交流や学び合いが 

生まれ、事後アンケートでも、少人数でのグループワークや、 

質問のしやすさが良かったとの意見が多く聞かれた。 

・ 公開保育は、今まで公立園が主に公開してきたが、近年は 

 私立園からも公開保育の実施の希望があがっている。幼児教 

 育アドバイザーの在籍園を中心に、“園を広く開き、保育者同 

 士学び合うことの意義”が各園に浸透してきていると感じる。 

 当センターが、各園の質向上の取組をサポートする仕組みを 

さらに明確にするため、啓発や園訪問を来年度も強化してい 

く。 

 

＜「共につくるスタートカリキュラム研修」の様子＞ 

・ 例年、市学校教育指導室主催の研修（福井県幼児教育支援センター講師）に、当セ
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ンターも参画。架け橋期の重要性を再確認したあと、校区ごとに園（5歳児担任）と

小学校（1年生担任）が、今年度の取組から、来年度の架け橋期のプログラムに活か

すための具体的エピソードを出し合い、5歳児期の育ちと学びを共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

＜架け橋期の取組啓発リーフレット作成＞ 

・ 当センターが校区における交流活動や教員の保育参加に同行 

し、活動内容をホームページや「このみらい通信」で発信した。 

・ さらに切れ目のない幼小接続推進のため、『接続リーフレット 

  こどもの育ちをつなげよう』を作成。作成にあたっては、市 

学校教育指導室・地元の大学・福井県幼児教育支援センター 

及び地域の小学校に相談した。完成後、校長会及び公私立園 

長会等で説明を行い各施設に配布した。 

来年度は、小学校が作成する接続カリキュラムに沿いながら 

校区の園と共に具体的な連携活動を組み立てていくところに、 

当センターが同席させてもらう予定。 

 

＜ポルトガル語基礎講座や「ふらっと広場」の様子＞ 

・ 地元の大学及び企業と市の連携協定の中で、外国にルーツ 

 のあるこどもにかかわる職員対象のポルトガル語基礎講座を 4回開催。保育者や教

員・外国籍児支援員等、延 124人の参加があった。言語や文化について学ぶだけでな

く、こどものライフステージごとの課題などについても意見交換をおこなった。 

・ 未就園親子向けの集い「ふらっと広場」では、外国人保護者 

 向けの集いを「市児童発達支援センター（市こども家庭セン 

 ター内）」と共催でおこなった。（3回） 

臨床心理士・理学療法士・療育保育士から、こどもの運動や 

社会性の発達や家庭での遊びの工夫等について話を聞いたり、 

保護者同士で悩みを出し合ったりした。日本で生活するため 

の日本語の習得や学習への不安が聞かれたが、思いを共有し 

相談ができる場があることで安心するという意見も聞かれた。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 静岡県富士市    

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

・ 幼稚園 13、保育園 30、認定こども園 17、小規模保育事業所 14、事業所内保育事業 

 所 2、家庭的保育事業 7に、各アドバイザーがそれぞれの専門的な知見から巡回支援 

をしている。また、施設類型を問わず全施設の保育者が合同で専門的な研修を受けら 

れる研修体制を整えてきたところ、参加者の幅が広がってきた。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 富士市教育・保育キャリアアップ研修(乳児保育、幼児教育、マネジメント、障害 

保育、保護者支援・子育て支援、保健衛生、食育アレルギー) 

・ 園小接続委員会の実施及び教育委員会等が入った園小接続検討部会の実施、並びに

こども家庭庁の話を中心に園小職員を対象にした幼児教育・保育講演会の実施。園小

連携に関する教育委員会からの研究校（園）の指定を受け、研究を開始。 

・ 特別支援に関する公開保育及び実地指導。また発達促進芸術教育事業の実施。 

・ 富士市教育保育訪問指導事業実施。 

【取組内容の具体的な事例】 

＜富士市教育・保育キャリアアップ研修保護者支援・子育て支援の様子＞ 

 7講座ある内の 1講座『乳児保育』では保育のある場面

の映像を見て、保育者のかかわり、環境など気付いた点を

出し合ったり、遊びの視点から『理想の保育室』というテ

ーマでグループごろにアイディアを出し合ったりしながら

意見交換が活発に行われた。今後の保育実践にも活用でき

る考え方を学ぶことができたと感想が多く聞かれた。 

 

＜園小接続の様子＞ 

 昨年の動きから、教育委員会より市内富士川地区の小学

校・幼稚園・保育園を指定研究校の発表会が行われた。 

講師の秋田先生からは①令和 4年度立ち上げ期にブロック

を明確にし、チームを作ったこと。②校長や園長の積極的

な関与での校長園長懇談会と教育委員会と保育幼稚園課担

当課の連携した支援。③各学区の良さを生かす地域の独自性を生かす取組を価値付けて

頂いた。発表会後、生活科ではスタートカリキュラムの検討が行われ、令和 7年度には

接続カリキュラム作成に向けて動こうと計画している。 
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＜特別支援研修公開保育の様子＞ 

 日本相談支援専門員協会顧問の福岡寿

氏を招き、保育園 2園、こども園１園で

の公開保育を行った。職員の連携の取り

方、子どもへの対応について、実際の先

生方の動きを振り返りながらご指導いた

だいた。２回実施した公開保育では、先

生方の動きに変化が現れ、子どもたちが主体的に動き、話合う姿や成長が感じられ、今

まで 5年間指導を受けてきたが、集大成というような保育の在り方が見られ、参観者も

公開園の先生達から、どのようなきっかけで動きに変化が見られたかなど積極的な質問

をしながら、参加者が自身の保育を振り返り、『気になる子のいるクラスづくり』につ

いて学びを深めていった。 

 

＜富士市教育保育施設訪問指導事業＞ 

 静岡大学と委託契約をし、公私立幼保こども園６０施設

のうち、１０園の希望園を募り、幼児教育、特別支援など

の観点から訪問指導を行った。各園の相談に専門的な立場

で直接理論付けや価値付けをして頂いた。 

 実際の子ども達の姿をもとに、実践についての具体的な助言

だけでなく、その背景にある幼児教育の基本、子どもの発達、

カリキュラム、幼児期の表現活動など、幼児教育の原点に立ち

返る機会となった。また、対象となる子どもや実践について迷

いや悩みを保育者自身が語り、同僚や専門家との対話を通しリフレクションすること

で、自信をもって実践に臨めるようになった。園内だけでなく、幼児教育アドバイザ

ー、参加者（近隣園保育者、小学校教諭）が、具体例をもとに語り合うことで、立場の

違いを乗り越え、同じ方向を向くことが可能となった。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 静岡県袋井市    

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

袋井市では、女性の社会進出と共働き世帯の増加に対応して、認可保育所や認定こど

も園の整備を進めた。結果、保育ニーズが高まり、幼稚園の利用は減少し、市内の 50

施設中、約 8割が保育所機能をもち、その 9割が民間運営である。3～5歳児では、令和

4年度に保育所の園児数が幼稚園を上回り、令和 7年度以降は保育園児が 6割強となる

見込みである。 

この現状を受け、袋井市は令和 2年度から幼児教育センター事業を開始し、幼児教育

アドバイザーによる支援や研修を実施してきた。保育の質向上や小学校への接続、個別

配慮が必要な子どもへの対応を強化できるよう、幼稚園、保育所、認定こども園、小学

校との連携を進めている。 

 

【令和６年度における主な取組内容】 

〇幼保小接続に関すること（架け橋プログラムとの連携） 

子どもたちの不安やつまずきをなくし、滑らかな幼保小の接続に向けた取組 

〇特別支援体制の構築 

 関係機関と連携し、より良い支援体制の構築、インクルーシブ教育（保育）の推進 

〇研修支援 

 保育者が参加しやすく、ニーズに応じた研修内容や研修方法の工夫 

〇情報に関すること 

 教育・保育の質の向上に関する情報提供と県・各施設との連携推進 

〇人材育成・その他 

 幼児教育アドバイザーやミドルリーダーの育成など 

〇保護者支援 

 家庭との連携、子育てに悩む保護者への相談・支援 

 

【取組内容の具体的な事例】 

＜訪問支援の充実・強化＞    

幼稚園や保育所、こども園の依

頼に応じて訪問し、計画的な巡

回訪問や研修を実施し、幼児教

育・保育の質向上を図った。小

規模園や子育て支援センター、放課後児童クラブからの要請にも積極的に対応し、連
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携・接続の推進を踏まえた小学校訪問も行った。 

本年度は昨年度に比べ、訪問支援の回数が飛躍的に増加し、子どもの発達・成長の連

続性を意識した取り組みに繋がった。 

＜幼保小接続の推進＞ 

スタートカリキュラムとして、袋井市内 12小学校で架け橋コーディネーターととも

に子どもの様子を観察し、改善点を話し合いカリキュラムに反映した。年度後半には、

年長の保育を重点的に参観し、就学に向けた取り組みを支援・助言した。 

交流活動では、公立・私立園と小学校の交流を参観し成果を確認した。配慮が必要な

子どもについては、特性や背景を理解した支援を小学校に伝え、適切な対応を話し合う

ことができた。 

放課後児童クラブについては、昨年度に比べて施設訪問を増やし、1年生の実態を中

心に観察、話し合いを進めた。保護者への支援も含めて対応することができた。 

＜研修＞ 

 公立私立園を問わず、幼児教育アドバイザーによる定期的な訪問研修を実施し、保育

の質向上を図る取り組みを進めた。特に、こども園では、職員のシフト調整が研修時間

の確保の課題となっていた。 

A園の事例  

第１回：幼児の発達やクラスの実態に応じた室内

環境が整備され、一人遊びや友達との遊びができ

る場が工夫されていた。また、継続した遊びや用

具の使いやすい配置も配慮されていた。 

環境の再構成や配慮を要する幼児の発達に応じ

た成長を促すための方法を省察し合った。 

第２回：自然物遊び。友達と会話を楽しみながら遊ぶ姿が

増え、戸外での家作りを楽しんでいた。言葉の表現が豊か

になり、自分の思いを表現する姿も増した。 

一方、遊びに加わるきっかけをつかめない幼児への関

わり方や、豊かな自然環境との出会い方・活かし方につ

いて課題が見られた。 

第３回：継続した研修参加により、以下の考察がまとまった。 

・幼児が必要な自然物を園内から見つけるという生  

かし方も楽しいのではないか。 

・個々の幼児に応じた遊びへの誘い掛けや気付かせ

方がある。気持ちに寄り添った「やってみたい」と

思えるような言葉掛けを考える。 

・生活習慣は日々の積み重ねが大切である。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 静岡県牧之原市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

今年度から幼稚園が統合され、保育所 11園（公 3、私 8）、幼保連携型こども園５園

（公 2、私 3）となった。公立園５園と私立保育所６園では、合同研修や公開保育を行

い連携しているが、私立こども園とは合同研修の声かけのみに終わっている。また小学

校との連携も小学校区ごとの交流は行われていて、連携が進みつつある学区もあるが、

学校教育課との熱量の違いが大きく思うように架け橋が進んでいないのが現状である。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・研修支援（合同研修実施（安全管理・保育・療育・食育）、歳児別公開保育の実施・

支援、園内研修に参加） 

・幼保小接続の推進（小学校との連絡協議会に参加、各小学校区の連携体制の推進） 

・県との連携（アドバイザー研修会に参加、「保育プロセスの質リフレクションシー

ト」活用支援事業・幼児教育サポートチーム訪問支援事業の活用） 

・人材育成方針の活用（新採保育士研修実施、園長会・主任会での指導・助言） 

【取組内容の具体的な事例】 

＜合同研修実施＞保育の質向上に向けて市内の公私立全職員対象に研修会を実施した。 

・6/10「重大事故・不適切保育を起こさないために～「子どもの権利」から保育の安全を

捉え直す～」 講師：猪熊弘子氏         ・参加者：１４３名 

・7/19「インクルーシブ保育におけるクラスワイドな支援」 

講師：常葉大学保育学部准教授 赤塚めぐみ氏   ・参加者：１００名 

・8/29「子どもの主体性を引き出す保育環境」      ・参加者：１１４名 

講師：お茶の水女子大学アカデミック・プロダクション特任教授 宮里暁美氏 

・10/24「園児・保護者への食育指導」          ・参加者：１０６名 

講師：静岡県立大学食品栄養科学部教授 桑野稔子氏 

・1/10「ドキュメンテーションのよりよい活用のために―保育の質向上に向けて―」 

講師：玉川大学教育学部教授 大豆生田啓友氏   ・参加者：１４３名 

◎ 公私の保育所、こども園の職員が一堂に講義を受け  

ることで共通理解ができ、その後の保育に活かすこと 

ができた。 

＜保小連携の様子＞ 

◎ 昨年度から交流があった勝間田保育園と勝間田小 

学校では、年長児が 1年生や 2年生と交流を進める 

中で、お互いの保育や授業の連携が見られた。1，2
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年生が招いてくれたゲーム屋さんが楽しくて、園に

戻ってから「自分たちも作っておもちゃ屋さんをや

りたい」と段ボールや空容器等、小学生が作ってい

たものを思い出しながら作り、3,4歳児を招いておも

ちゃ屋さんを楽しんだり、2年生を招待しておもちゃ

屋を開いたりした。また、校長、教頭先生が学校内

を案内してくれ、特に 1年生の教室では席に座らせ

てもらう等、学校探検を楽しむことができた。 

◎ 地頭方小学校長は、地頭方保育園の年間計画を基に架け橋カリキュラムの案を作成 

してくれた。また、校長自らギターを持って来園 

し、年長児と一緒に歌を歌ったり小学校の話をし 

てくれたりした。子どもたちも緊張がほぐれて会 

話を楽しみ、小学校への期待が高まっていた。来 

年度には作成したカリキュラムを活用して検討し 

たり、お互いに公開保育や研修会を持ったりして 

連携を深めていきたい。 

＜「保育の質リフレクションシート」活用事業の様子＞ 

・ 今年度は８月８日に牧之原市菊川市学校組合立牧  

之原保育園に静岡大学の田宮縁教授と静岡県教育委 

員会義務教育課幼児教育推進室の石川和巳室長、三 

輪直司教育主任を招き研修を行った。エピソード記 

録とエピソード記述の違いやドキュメンテーション 

のコメントの書き方等指導していただき勉強になった。 

◎ 昨年は主任保育士の研修だったが、今回は園内での研修だったので、研修後保育士 

全員がファシリテーターになり研修を進めることができ、それぞれの学びにつながっ 

た。ただ、１園のみの研修で終わってしまったので、他園や小学校への呼びかけが必 

要だったと反省した。 

＜幼児教育サポートチーム訪問支援事業の活用の様子＞ 

・ 内容：９月 12日 13:30～15:00に特別支援教育士の夏目徹也氏をお招きして「発達 

障害の理解と支援～幼児では～」の講義をお聞きした。 

・ 参加者：公私保育所、こども園の加配児担当職員、福祉相談課職員等 計 30名 

◎ 気になる子や加配児担当の短時間勤務の会計年度職員が参加できる研修の機会が難 

しいため、県のこの事業を活用し療育について研修会を持った。代表的な発達障害の 

ことや基本的な考え方やかかわり方等をお聞きすることができた。「二次的な障害を 

防ぐこと」「保育士はいつも笑顔で元気いっぱい」「広い心、よき理解者」等、大きな 

愛を持って支援していくことが大切だということを学べたとの感想が多かった。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 静岡県東伊豆町  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

・ 幼児教育施設 13園、小学校 16校 

・ 元公立幼稚園園長１名を１市５町の共同設置幼児教育アドバイザーとして設置。 

・ １市５町の幼児教育施設を訪問し、教育・保育の質向上のため指導・助言を行う。 

  

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 巡回訪問 

・ 要請訪問 

・ 園長会等での講話 

・ 幼小接続推進研修会の企画・運営 

 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼児教育施設への巡回訪問＞ 

・ 13園を年１回・保育参観･･･「子どもの興味関心をとらえた保育が展開されている

か」「子どもたちが、自分の思いを出しながら遊びや

活動に取り組んでいるか」という視点のもと、保育を

参観する。 

・ 事後研修･･･指導案から先生方の思いを読み取り、遊びの中の学びをとらえ、教育

要領を踏まえながら実践について、具体的に助言する。 

 

                    

 

   

 

＜小学校への巡回訪問＞ 

・ 16校を年１回 

・ 授業参観･･･園で育まれたよさが小学校でどのように発揮されているかという視点 

       で授業を参観する。 

 

・ 校長懇談、担任懇談･･･入学当初の１年生の様子や１年生が安心して学校生活を送

るための工夫、スタートカリキュラムの工夫、子供のよさと

可能性についてうかがう。 
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＜要請訪問＞ 

・ 小学校、幼児教育施設からの依頼に応える Ｒ６ 49回 

・ 先生方向けのテーマは「幼稚園教育要領等の内容」 

「国の動向と県の方向性」「造形活動への指導」 

「地域内の幼小接続」「キャリアステージに応じた研修」 

「教師に求められる専門性や資質能力」「小学校教育を見通した架け橋期のカリキュ 

ラム」など。 

・ 保護者向けのテーマは「家庭教育との連携」「幼児教育の重要性」など。 

                     

 

 

 

  

＜幼小接続推進研修会＞ 

・ 参加者は幼児教育施設 13園、小学校 16校より１名ずつ。 

・ 幼児教育アドバイザーによる講義･･･「幼児期の遊びを通した学びを小学校教育へ 

つなぐ」 

幼児教育の遊びの事例、小学校訪問の様子（授業、校長懇談、担任懇談） 

幼保小の架け橋プログラムについて、架け橋期の教育の充実 

・ 演習･･･「学びをつなぐ幼小の接続について語り合う」 

                     

 

 

 

 

＜今後に向けて＞ 

・ 日々の保育、自らのキャリアステージに応じた研修等を通して、理論と実践を往還 

しながら、学び続ける教師を支える。 

・ 幼保小架け橋プログラムの理念の周知と理解を深めるため、地域の状況に応じた円 

滑な接続の推進に携わる。 

・ 質の高い幼児教育を目指し、保育実践や園内研修の充実を図るための支援を行う。 
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【グループ討議の様子】 

令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 静岡県函南町  

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 保育者アンケート、保育者面談の継続実施（勤務や研修の実態把握、保育に専念できる職

場環境の構築） 

・ 幼児教育アドバイザー等による巡回訪問・研修支援、子育て支援員による巡回訪問・就学

支援 

・ 架け橋プログラムの考え方を園校に定着するために「接続研究推進会議」の設置及び委員

会の開催、園長会・校長会への説明 

・ 保護者向けの幼児教育リーフレット２号、保育者向けパンフレット改訂版の発行 

・ 保護者の保幼こ小接続に関するアンケート調査 

・ 幼保こ小の接続を目指した研修会の実施（保幼こ小連絡会・主幹教務主任研修会・教頭会） 

・・ 保育者の質向上のための研修会実施（大学の教授等を招へいしての講演会の実施等） 

【取組内容の具体的な事例】 

<架け橋プログラム定着のための取組> 

 令和元年より接続期カリキュラムを各々の教育施設で作成 

してきたが、育てたい子どもの姿が十分に共有できていなか 

ったり、幼児教育施設と小学校で子どもの学びについて意識 

の差が見られたりした。また、カリキュラムを作成する職員 

が限定されており、カリキュラムに対する理解が他の職員に 

広がらなかった等、幼児教育で育まれた資質・能力をつなぐ 

カリキュラム編成や実施が行われていない現状があった。そ 

こで、架け橋期における教育の充実のため、子どもに関わる 

全ての関係者（保幼こ小中の職員）が立場を超えて、連携・協働で取り組むための組織として

「接続研究推進会議」を立ち上げ、今年度は３回の会議を開催した。 

 １回目は架け橋期のカリキュラム作成の構想と手順を理解し、園・小中学校で共通する行事

を取り上げ、育てたい子供の姿について「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿」の観

点で話し合った。２回目は、１回目の話し合いを基に中学校修了時の目指す子ども像について

検討した。３回目は、①中学校修了時の期待する子ども像について②架け橋期のカリキュラム

で目指す姿の３つの視点③小学校１年生４・５月のゆるやかなカリキュラムのネーミングにつ

いて話し合った。目指す子どもの姿、３つの視点、ネーミングが決まり、令和７年度からの架

け橋プログラム作成の準備となった。 

 

令和２年４月、教育委員会学校教育課内に幼児教育センターを設置し、令和４年度から令和

６年度に幼児教育推進体制を整え、幼児教育の質向上強化を図ってきた。異なる幼児教育施設

で、質の高い教育・保育を推進していくために、保育者の実態を踏まえた研修を企画・実施し

てきた。また、保育者の処遇改善、園運営の補助職配置（事務職・用務員）、帳簿類のデジタル

化、会計年度職員の処遇改善、法定研修の受講者対象の増員、研修受講の機会増加（保育者の

希望内容の研修・保育者経験年数ごとの研修・オンライン研修）等を進めた。参集型の研修会

では、保育者や教員同士が語り合う場を設け、互いの教育観の理解や交流を深めた。 

教育・保育の事務処理では、令和 7年度架け橋プログラムを促進していくうえでも、厚生部

子育て支援課と教育委員会学校教育課が密に連携して、教育・保育の効果的で効率的な体制の

構築を目指すとともに、幼保の事務一元化を要請していく。 
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【分科会の様子】 

【分科会の様子】 

【ビデオ視聴の様子】 

<幼保こ小連絡会> 

  今年度は園と小学校の接続を意識し、１年生授業参観後の 

全体会に「彦根市立城東小学校の入学当初の子どもたちの取 

組内容の動画視聴」をする時間を設け、視聴後、接続の視点 

で話し合った。情報交換では、園の環境や子どもの様子につ 

いて小学校から園に質問して、今後の指導に生かしていくや 

り方に変更した。職員同士の語り合いの場を充実するための 

時間の確保が課題となった。                        

<教頭会研修会> 

 架け橋プログラム定着のための一つとして、町教頭会を臨時に設けた。東海大学幼児教育学

科准教授 寳來生志子氏が、「みんなで伴走し、育てよう！函南町の子どもたち～架け橋期の教

育を考える～」と題して、講演会（オンライン）を行った。 

各小中学校教頭と希望する保育者の参加があり、講演後、小 

グループに分かれて接続について意見交換を行った。研修会 

のアンケート「接続について当事者としてできること」の質 

問では「子どもの思いやつぶやきを拾いながら教育活動に生 

かす視点は、小学校に限らず中学校でも必要。本校の職員に 

もそうした視点と“子どもに任せる勇気”や“子どもに任せ 

られる大枠を教員がもつこと”を伝えていきたい」「子ども 

の主体性や好奇心を生かした学校生活になるよう先生方に架 

け橋期の大切さを伝え、全校でその時期を支えられる体制を整えるよう声掛けや研修を推進し

ていきたい」「園でも子どもの主体性を大切にした保育についてもう一度しっかり見直し、円

滑な接続ができるよう、年長の担任だけでなく全職員が意識をもてるようにしたいと感じた」

等、職員の意識改革、子ども主体の教育、円滑な接続、架け橋期の取組を職員へ周知、共有、

交流、つながる等のキーワードがあがり、架け橋プログラム推進のための糸口となった。 

<保育者の質向上のための研修会> 

 保育者の質向上のための研修会では、６月に玉川大学教授 若月芳浩氏に「保育を楽しむヒ

ント第２弾」と題して講話をいただき、講演会後分科会を行った。８月にはこども支援室 Cocon 

代表 定金雅子氏に「食べる力を支えるために～作業療法の視点から偏食と飲み込みの支援を

考える～」と題してオンライン研修を行った。保育者のみな 

らず、支援員も参加しての研修となり、保育や支援に生かせ 

る内容に好評を得た。２月にはこども教育宝仙大学教授 守  

巧氏が保育参観と講演会を実施した。保育参観後、保育者が 

日頃の悩みを直接聞く時間を設けたことで、インクルーシブ 

保育のヒントとなった。午後は「インクルーシブの考えを生 

かした保育について」「働き方改革につながる保育日誌・記 

録の取り方について」をテーマとした講演を聞いた。町立幼 

保・こども園・組合立、私立保育園、小学校、近隣市町から 

参加者があり、研修会アンケートでは「インクルーシブ教育 

と聞くと支援児の支援に意識が向いていました。しかし、幼稚園で療育を目指すのではなく、

集団の中で特性がある子もそうでない子も育ち合える環境援助の工夫をしていくことが大切

なのだと学ぶことができた」「子どもをよく見ること、観察しポジティブに子どもを捉えてい

くようにしたい。また園全体で共通理解がもてるよう付せんを活用していきたい。普段から風

通しのよい人間関係、雰囲気作りを心がけたい」等、多くの感想があった。参加者が自己を振

り返り、意識改革につながる研修会となった。これからも保育者のニーズに合った研修会を企

画・実施し、質向上を目指していく。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：三重県四日市市 

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

幼児教育センター開設２年目。各就学前施設のビジョンやグランドデザインを尊重し

施設の種別を超え、安心と循環の挑戦を子どもたちに保障する保育者の資質向上をめざ

し研修会の開催、幼児教育アドバイザーの訪問・相談事業、情報発信・研究を計画し、

実施している。特に、アドバイザーによるアウトリーチ型支援を実施。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 40講座の研修実施。「全体研修、職層別研修、専門研修、実践研修」を集合型、ラ 

 イブ配信、アーカイブ配信などの多様な研修形態で実施し、集合型研修を重視し、実

践を語りあうことに取り組む。 

・ アドバイザー（幼児教育アドバイザー、スーパーバイザー）による訪問支援では、伴 

 走型支援を重視し、若手保育者の育成、各施設ニーズに合わせた取組みを実施した。 

・ 情報発信 研究推進（ホームページ掲載、研究協議会開催、公開保育研究実施）研究 

 協議会は、全体研修や接続研修などと開催日を合わせ実施した。 

公開保育（研究）実践検討会は、昨年度の反省を踏まえ、幼児教育アドバイザーが公 

開保育実施担当園に対し、複数回訪問し、研究を推進した。また、各公開保育実施園に 

は、研修会当日の助言者となるスーパーバイザーが訪問園内研修を行い、幼児教育アド 

バイザーも同行し、園の研修が積み重なるようにしていった。 

【取組内容の具体的な事例】 

＜就学前教育・保育と小学校教育との接続・連携に関する研修の様子＞ 

 『遊びがこどもたちの未来をつくる』のテーマのもとスーパーバイザーの三重大学教

授 富田昌平氏、岐阜聖徳学園大学教授 西川正晃

氏、桜花学園大学教授 上村晶氏を各ブロックの公開

保育（研究）実践検討会の助言者に迎え、公開保育参

観の実践検討会では遊びのプロセスを語りあうことを

ねらい、グループワークを実施 

こどもの姿・保育者のかかわり・環境の視点から３

つの資質・能力がどのように育ちつつあるのか小学校教育関係者、公私立就学前施設関

係者など研修参加者が意見を交流し、こどもの主体性を育てるために自身の実践を振り

返り、学びあった。実践検討会のオンライン参加の環境を整えたこともあり、昨年に比

べ参加者も増えた。「子どもたちが自らやりたいと思える環境やかかわり、保育の展開

がありとても学びになった」「グループワークを進めていく中で、子どもの姿、環境、

かかわりを１つずつとりあげていくことで、"このときの子どもたちの思いはなんだろう
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（常勤職員 4名その内小学校接続担当 1名） 

"環境面、保育者のかかわりはどうだったか"を振り返ることができ学びが深まった」（研

修後のアンケートより） 

おしゃべり会同日開催（年間開催回数８回） 

昨年度に引き続き、集合型研修会終了後に、他施設の職員や幼児教育アドバイザーと

コミュニケーションをとり、保育者間の交流を図り、モチベーシ

ョンアップにつなげ、当センターが一人ひとりの保育者の安心で

きる場所になるようにしていった。また、幼児教育アドバイザー

が考えた明日からの保育に活かせる手作りの遊具を製作できるコ

ーナーを設定し、自然に人が集い話の輪が広がるようにした。 

＜幼児教育アドバイザーの訪問・相談事業の様子＞ 

幼児教育アドバイザーが施設のニーズの合わせた園訪問（103園）実施 

・ 昨年の園訪問アンケートより、研修テーマ「こども理解・環境構成」「保護者対

応」「小学校との接続」「人材育成」「その他」に分類・分析し、各施設が園訪問で幼

児教育アドバイザーと共有できたことを把握し、２年目へ積み上げた。 

【幼児教育アドバイザー訪問に係るアンケートより】 

・ 「小学校の接続では、小学校との交流について相談

でき、授業見学を実施するようになり定着していきた 

い」「今後も、園の保育内容と照らしあわせ、小学校 

への接続についてアドバイスしてほしい。」「客観的な

意見をいただき、前向きな振り返りとなった。多くの目で保育を見ることで、より豊か

な学びになる」「日頃、誰にも話すことができない悩みを話すことができ貴重な時間で

あり、有意義な訪問であった」 

＜研究推進の様子＞ 

 公私立就学前施設関係者や教育委員会関係者や学

識経験者等から成る四日市市幼児教育・保育研究協

議会設置 

全体研修講師のこども家庭庁育成局 教育保育専

門官 鎮目健太氏、連携・接続研修講師の国立教育政策研究所幼児教育センター 副セ

ンター長 総括研究官 掘越紀香氏に来賓出席していただき、あいさつや助言をいただ

いた。昨年度作成した「四日市市就学前教育・保育カリキュラム」の活用について、０

歳からのこどもの育ちの重要性や小学校との接続にどのようにつなげていくかなど、そ

れぞれの委員が活発な意見を出しあった。保育者一人ひとりが実践に取組んでいけるよ

う「四日市市就学前教育・保育カリキュラム活用版」を作成し、四日市市の保育者全員

に配布することを決定した。研究協議会の回を重ねることで、委員がそれぞれの現場の

情報や今後の方向性に対する真摯な意見を出し、討議が深まった。  
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 滋賀県近江八幡市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

本市の幼児教育・保育施設は 34施設であるが、その 8割を私立園が占める。 

公私・施設類型を問わず市内すべての施設の教育・保育の質の向上を図るため研究・調

査を行い、あわせて相談・支援や研修を行う「近江八幡市幼児教育センター」を令和 4

年 4月に設置した。センター長と 2名の幼児教育・保育アドバイザーを配置し、市内の 

幼児教育・保育施設への訪問支援や各種研修を実施して、市内の幼児教育の質の向上に

取り組んだ。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育の質の向上に向けた研修・研究及び会議の実施 

・ 就学前施設に対する教育・保育の相談・研修支援・助言・情報提供 

・ 幼保小教育の連続性・一貫性につながる接続連携の合同研修や会議の実施 

・ 発達支援に係る保健・福祉部局との連携及び巡回相談 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼児教育と小学校教育をつなぐ取組の様子＞ 

① 相互参観（公開授業・公開保育）、小学校職員の保育体験                

  夏休み中に小学校区内の保育所に小学校職員が保 

育体験に出向き、5歳児の子どもたちや職員と活動 

を共にする保育体験を行った。 

体験後、質問カードを手がかりに、活動前後の保 

育室と遊戯室の移動の仕方や、保育所の運動遊びと 

小学校での体育の授業の内容も伝授しあった。             

 

② 小学校教頭会、副園所長会合同研修会の開催 

「架け橋期のカリキュラムの充実を目指して」を演題に滋賀県幼児期教育センター主

査を招いて合同研修を行った。市内の教職員・保育者が一堂に集まり、滋賀県幼児教

育振興基本方針や今後の架け橋期のカリキュラム作成について、フェーズごとに説明

をしてもらい理解を深めた。 

 

※各小学校区の幼保小接続推進会議を起点に、それぞれ取組は推進しているが、上記の

ような機会を得て顔なじみになり学区の実情を共有する中で一層相互理解が深まった。 
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 ＜出前研修の様子＞ 

 近江八幡市就学前教育・保育育成指針の「主体性

を育む」「協同性を育む」をテーマに 

A「子どもの姿から一緒に学ぼう・気づいてみよう」 

B「自分の保育を振り返ってみよう」からひとつ選択 

してもらい、各幼児教育施設に動画を取りに行き、 

視聴後に付箋を使ってグループ討議を行う出前研修 

を行った。 

 

＜保育充実保育士会及び研修担当合同会議の様子＞ 

本市独自の補助金事業として、保育充実のための保育士を私立保育所・認定こども園

に配置する事業を実施している。 

フリーの保育士を配置することで、外部研修参加促

進や園内研修の企画の体制整備ができつつある。年 4

回の定例会議でミニ研修を行い情報発信すると共に、

中学校区ごとのエリア会議で公立の研修担当と交流を

図り横のつながりを深める情報交換や研修や研究の手

法 について学びの機会を持った。 

 

※ 公私の園内研修や研究を推進する職員が参加し、各園の取組を情報交流すると共 

に、直近の保護者啓発のドキュメンテーションや、実際にお店ごっこで使用した素材 

や教材を持ち寄り、新たな保育教材や素材の発見や具体的な実践を交流しあう機会と 

なった。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：滋賀県東近江市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

東近江市の幼児教育施設は、公立 19施設（幼稚園５箇園、認定こども 13箇園、小規模

保育事業所１箇所）、私立 15施設（保育所３箇所、認定こども園６箇園、地域型保育事

業所６箇所）、子育て支援センター６箇所、民間のつどいの広場７箇所がある。４分野

の専門育成研修（研究主任、幼小連携担当者、発達支援教育コーディネータ―及び子育

て支援員）を中心に、幼児教育アドバイザーが巡回（公立のみ）や研修を行い、幼児教

育の質向上を図った。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・幼児教育アドバイザーの園巡回指導（園内研修、幼小連携、発達支援、市新採研等） 

・人材育成指標の活用と検証 

・４分野の専門育成研修や保育力アップ講座（実技等を含む）の実施 

・学校教育課と連携した幼小連携の取組 

・幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業の報告会及び講演会の

実施（市外にも案内） 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼小連携担当者育成研修の様子＞  

幼小連携モデル地区を指定し、「学びの連続性」を視 

点に研修会（公開保育・公開授業・研究協議）を行った。 

市内の幼小連携担当者が参加し、幼保小の教育の相互理 

解、育ちや学びの共有ができた。 

＜保健研修の様子＞   

 養護担当者会が中心となって、エリアごとに嘔吐処理 

研修を実施した。また、幼児課付け看護師による公私立 

10園で保健指導を実施した。緊急時における対応技術の 

向上、衛生管理、保健関係書類等の再確認ができた。 

＜研究主任育成研修の様子＞ 

講義と連動したグループワークや各園の実践を併せて 

意見交流をすることで、研究主任の育ち合いの場になっ 

ている。また、学んだことを生かして園内研究を進める 

など育成研修の成果が見られた。民間園からの受講者も 

定着しており園内研究の取組が全市で浸透してきた。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 京都府舞鶴市 市        

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

舞鶴市乳幼児教育センター(以下、「センター」)を拠点に、「舞鶴市乳幼児教育ビジョ

ン」(以下、「ビジョン」)に基づいて、『乳幼児教育』『発達支援』に関する事業を実

施。乳幼児教育コーディネーター、発達支援教育コーディネーター、保幼小接続コーデ

ィネーター各 1名、相談員２名を配置し、「情報発信」「研究」「研修」「連携」「園訪

問」を通じて、家庭や地域、園校の乳幼児教育を「コーディネート」「サポート」して

いる。研修等を通じて、公私、園校種を越えて学び合う機会となっている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

◎ 保育者研修・育成指標に基づき、キャリアに応じたドキュメンテーション研修 

◎ 公開保育をきっかけとした乳幼児教育コーディネーターによるサポート 

◎ 気軽に公開し、気軽に参加できるミニ公開保育 

◎ 保幼小接続コーディネーター等による連携協力園校へのサポート 

【取組内容の具体的な事例】 

＜ミニ公開保育の様子＞ 

～小さな語り合い～ 

公開するクラスや参加人数を少なくし、気軽にできる

ミニ公開保育を実施した。公開園に対しては、指導案の

作成をなくし、１時間のみ保育を公開し、参観後に１時間程度、参観者と保育について

語り合う内容とした。公開する保育者も気負うことなく、日々の保育を公開することが

でき、参観者も、自分の参観したいクラスをじっくり見ることができ、互いに語り合う

ことで、自分の保育を振り返り、実践にいかすことができる良さがある。乳幼児教育コ

ーディネーター等も参加し、ともに保育を語り合えるようにサポートしている。 

～多様な視点での語り合い～ 

 参加対象を分けたり、地域の小・中学校の教師や市外の保育関係者にも公開したりし

て、多様な視点で語り合えるように工夫した。小・中学校の教師には、乳幼児教育コー

ディネーターが遊びの中の学びの姿を解説し、学びがつながっていることを知る機会と

なった。また、市外の参加者からは、「０、１、２歳児の保育は見る機会も少なく、ど

うしたらよいか悩んでいたので、とても参考になった」「様々な視点で語り合うことが

できた」といった感想が聞かれた。 

＜保幼小連携活動の様子＞ 

指導主事や保幼小接続コーディネーター等が連携協力園校との打ち合わせや振り返

り、５歳児と１年生の連携活動当日に訪問し、単なる交流から「学びを深める、学びを

つなぐ連携活動」となるようにサポートを行った。連携活動は、子どもの興味や関心、

願いから始まり、一緒に活動することで対話が生まれたり、それぞれの発見や工夫が見

られたりするようになってきた。保育者や教師は、環境を整え、一人一人の子どもの思

参観クラス 参加 

３、４歳児 ７名※園長、副園長等を対象に 

４、５歳児  31人※地域の小中学校の教職員も含む 

０、１、２歳児 ５人 

０、１、２歳児 21人※府内外市町から参加 14名を含む 
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いや考えに寄り添い、認めたり、問いかけたりする援助や関わりが重要であることを、

研修等を通じて学ぶことができた。 

 

 
令和６年度 乳幼児教育の質の向上研修ニュース 第８号 P１ P２より 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 大阪府大阪市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 就学前施設と小学校が互いの教育を理解し合い、連携・接続の一層の充実を図ること 

や学びの連続性を重視して教育の質向上に努めることを目的として、就学前教育と小学 

校教育の連携・接続の進め方とあり方を研究している。保幼こ小連携・接続研究のサポ 

ートや就学前教育カリキュラム研修の実施、アドバイザー研修受講の集約等を行い、市 

内就学前施設の教育・保育の質向上や幼児教育アドバイザーの育成を推進している。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 令和６・７年度の２か年を通して、保幼こ小連携・接続推進事業第４期として、小 

 学校と近隣就学前施設２～３園所で構成された２ブロックにおいて、連携・接続の進 

め方やあり方を研究している。 

・ 大学教授等の有識者を招聘し、センター主催の研修会を２回、小学校教育研究会と 

 共催の研修会を１回開催した。  

【取組内容の具体的な事例】 

＜保育園と幼稚園の交流活動（横のつながり）＞ 

 保育園と幼稚園の５歳児が、６月に幼稚園でどろんこ遊

び、９月に地域の公園でのリレー遊び（中止）、11月に保育

園で好きな遊びを計画して交流した。各園所内で交流会を楽

しみにするような取組をしたり、保育者同士の話し合いを行

ったりして、当日を迎えたことで、回数を重ねるごとに互い

に積極的に関わろうとする子どもたちの姿が見られた。 

＜小学校と保育園・幼稚園の交流活動（縦のつながり）＞ 

・小学校の『カーニバル』では、５歳児も楽しめる様々な遊びを

準備したり、小学生が優しく関わったりした。５歳児は、小学校

が楽しいところであることを感じていた。 

・小学校のプールで、５年生と保育園５歳児、４年生と幼稚園５

歳児が一緒に活動した。５歳児は、学校の施設を使う楽しさを感

じたり、小学生の頼もしい姿に憧れをもったりすることが

できた。 

＜討議会や学習会の実施（教員・保育者のつながり）＞ 

・大学教授による交流会での指導助言や講話を含めた学習

会を行い、教員や保育者が互いの教育・保育内容を理解し

合う重要性を感じていた。 
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・合同避難訓練や小学校栄養教諭による給食授業等もあり、学校全体で就学前施設を意

識するように位置付けていた。 

・次年度は、上級生の児童だけでなく、全ての学年が就学前施設の子どもと関わる活動

を計画している。保育園・幼稚園では、他の年齢の子どもたちの学びの連続性を意識す

ることを考えている。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 大阪府堺市   

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

民間施設が 89％を占める中、市内の幼児教育の質向上に向けて、公立園（研究実践 

園）における公開保育や、幼児教育実践交流セミナーにおける施設間交流（ちょこっと

公開保育）の実施等、施設種別を超えて学び合える体制を構築。園内研修の充実や、教

職員のスキル向上のため、各施設のニーズに応じ、多様な専門家を堺市幼児教育アドバ

イザーとして派遣する「堺市幼児教育アドバイザー等派遣事業」等、幼児教育センター

機能の充実を図っている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

○ すべての幼児教育施設を対象とした「幼児教育研修会」や、ミドルリーダー育成の

ための「幼児教育実践交流セミナー」の実施 

○ 配慮を要する幼児に対する支援について、大学教員や臨床心理士等の専門家による

巡回相談の実施 

○ 各施設のニーズに応じた助言や支援を行い園内研修の充実を図るため、堺市幼児教

育アドバイザー等派遣。 

○ 幼保小合同研修を年 3回開催するとともに、令和 6年度より、8小学校区を幼小接

続支援事業の指定校区とし、近隣の就学前教育・保育施設との相互参観や合同研修等

への専門家派遣。 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼小接続支援事業の様子＞ 

「幼小接続支援事業」を立ち上げ、8小学校区を指定校区とし、近隣の就学前教育・

保育施設との相互参観や、専門家を招いた合同研修、こども同士の交流など、架け橋期

の円滑な接続に向けて、それぞれ創意工夫しながら取組を実施している。相互参観で

は、研究授業や夏休み等を活用し、参観や討議の場をもつこと

で、こどもの学びや育ちについて幼児教育と小学校教育の双方

の視点から意見交換をすることができた。また、校園長を経験

された専門家を招き、講話やグループワークなどの合同研修を

行うことで相互理解を深めた。こども同士の交流では、泥んこ

や、秋の自然物を取り入れた活動等、幼児期と 1年生の共通の

題材で、事前事後の話し合いを深めながら交流を行ったり、共

に指導案を考え授業実践をしたりすることで、学びのつながり

を捉えることができた。 

＜幼児教育実践交流セミナーの様子＞ 

 施設間交流を中心に理論学習と往還させた実践型のセミナーとし、年 3回程度実施し

ている。参加している 21施設中 12施設でちょこっと公開保育を実施し、施設種別の垣

根を越えて保育を参観し合ったり、参観したことを報告し合ったりすることで施設同士

の横のつながりをつくるとともに、各施設のミドルリーダーの育成を図っている。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 大阪府豊中市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

公立・民間共通の保育環境評価ツールとして『豊中市教育保育環境ガイドライン』を 

平成３１年（２０１９年）に策定。この『ガイドライン』に基づいた研修を毎年実施 

（第１～３回）。第２回は公開保育を公立園、民間園、小規模施設などの複数園で実施 

し、大阪府幼児教育アドバイザー認定者が中心となってグループワークで学びを深めて 

いる。幼保こ小の各教職員の合同研修を実施。現場の課題に応じたテーマを設け学び合 

っている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 豊中市教育保育環境ガイドライン研修（第１～３回）を実施 

・ 幼保こ小連絡協議会を年２回、校区連絡会を年２回、幼保こ小夏期研修会（合同研 

修）を年１回実施 

・ 豊中市幼児教育サポートセンターにおいて、幼児教育サポーター（アドバイザー）

による園の巡回指導、園からの依頼によるアドバイザー派遣を実施 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼保こ小連絡協議会夏期研修会の様子＞ 

・ 就学前施設の公開保育を実施 

 ・ 公開保育後に校園所の職員がグループになり意見交流 

  

 

＜第２回豊中市教育保育環境ガイドライン研修（公開保育）の様子＞ 

 ・ 公立こども園、民間こども園、民間保育所（乳児施設）の３園で実施 

  アドバイザー認定者者がファシリテータとなりグループワーク（評価と気づき） 

  を実施 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 大阪府八尾市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

本センターで実施している幼児教育研修については、公立私立や施設類型にかかわら

ず、市内全ての就学前施設に案内をしている。また、幼児教育アドバイザーフォローア

ップとして、現場のニーズに沿った研修の企画・運営も担っている。 

 公立こども園の幼児教育アドバイザーによる、他園の採用３年目保育教諭園内研修へ

の指導助言を実施し、様々な学年での指導助言の経験を積み重ねている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育研修、幼保こ小合同研修の開催 

・ 園内研修等への講師派遣（園内研究会、事例研究会、園内学習会、保育力アッププロジェクトなど） 

・ 幼児教育研究（保育公開、研究討議、研究報告会、研究冊子の作成など） 

・ 特別支援教育・保育巡回指導（巡回実施園の半数にフォロー巡回を実施） 

・ 『様々な遊びの中で健やかに育つ子ども』の実践フォト＆事例の募集 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼保こ小合同研修会の様子＞ 

 年間、全４回の研修を企画している。第３回では１時

間で完成できる作成物をグループワークで行っている。

今年度は、中学校区の 13班に分かれ、『交流計画試案』

を作成した。どんな交流をしたいか、どんな交流をして

子どもたちの育ちにつなげたいかなど、異校種同士で話

し合うからこそ感じる、共感したり違いを知ったりする

ことができた。この研修をきっかけに実際の交流へつながった班もあった。 

 小学校、就学前施設の所管課とも連携し、施設見学やグループワークを見直し、架け

橋プログラムのきっかけとなる研修を企画していきたい。 

＜幼児教育アドバイザーによる企画研修の様子＞ 

現場での悩みを聞き取りながら、今年度は保育経験７～

12年目を対象とした。子どもたちが遊んでいる様子の写真

や動画を見ながら、保育をどう組み立てていくかを一緒に

考え、保育実践での「これでいいのかな？」を「これでい

いんだ！」と思えるように、幼児教育アドバイザー４人で

意見を出し合い、協力して研修を企画した。 

当日は、参加者の様子を見て、学びにつながっているこ

とがわかり、幼児教育アドバイザーとしての意欲が高ま
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り、自信になった。 

＜特別支援教育コーディネーター研修（就学前）の実施＞ 

 私立園でも特別支援教育コーディネーターを配置することになり、特別支援教育に対

する関心が高まっている現状があった。今年度より、「特別支援教育コーディネーター研

修（就学前）」を企画し、①就学前施設における特別支援教育コーディネーターの役割に

ついて、②気になる子どものスムーズな就学に向けての２本立てで実施した。参加者から

は、「当たり前を見直す機会になった」「同じ立場の人と共感でき、不安が軽減した」と感

想があった。引き続き、参加者のニーズに応じた内容も取り入れ、実施していきたい。 

 

＜特別支援教育・保育巡回指導の拡充＞ 

 保育サポートを実施する就学前施設に対して、年１回だった専門家による特別支援教

育・保育巡回指導が、実施する施設の半数にフォロー巡回指導を行うことになった。こ

れまで、年１回だったが、年度内にもう１回実施できたことは、支援を必要とする子ど

もへの援助のあり方や具体的な場面での見取りを通した支援の充実につながった。 

 

＜市長部局、小学校教育との連携＞ 

教育委員会事務局の教育センター（幼児教育グループ）と市長部局の幼児教育担当課

（３課）のメンバーで毎月会議を実施し、研究や新任研・３年目研の内容の共有、こど

も園に関すること、市の施策などについて話し合い、幼児教育の発展・推進を図る機会

としている。また、本センターとしては、『教育センター所報』に乳幼児期の遊びがど

のような学びの芽生えにつながっていくかを『そだちのねっこ』として掲載している。

０～５歳児のエピソードを通して幼児教育の奥深さ・楽しさを発信し、小学校以降の育

ちや学びにつながっていくこともねらっている。『教育センター所報』は、各小・中学

校へ配付とともにホームページにも掲載している。 

https://www.city.yao.osaka.jp/kosodate_kyouiku/kyouikuiinkai/1006135/1006269/1

006292/1006299.html 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：大阪府箕面市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

○公立・民間を問わず、市内保育士・幼稚園教諭・保育教諭等の子ども理解力・実践

力・連携力の向上を図るためのコーディネーターの役割を担う組織として「保育・幼

児教育センター（以下、「センター」と言う。）」を設置している。 

〇センターでは、市内全ての保育・幼児教育施設を対象とした巡回訪問や研修会・研究部

会を通して、保育・幼児教育全体の質の向上を目指している。さらに、配慮を必要とす

る子どもへの支援の充実、小学校教育との円滑な接続などのテーマにも取り組んでい

る。 

【令和６年度における主な取組内容】 

①巡回訪問（市臨床心理士と保育・幼児教育サポーター（本市が巡回訪問等を行うため

に委嘱した「幼児教育アドバイザー」の呼称。以下同じ。）が市内保育・幼児教育施

設を訪問） 

②民間園在籍の幼児教育アドバイザー２名を新たに保育・幼児教育サポーターに任命 

③市内保育・幼児教育施設の職員を対象とした保育・幼児教育等にかかる研修会の企

画・実施 

④幼保小の接続に係る研究・討議・研修の実施 ⑤支援保育・教育研究部会の開催 

⑥幼児教育アドバイザー交流会の開催 ⑦就学前保育・教育カリキュラムの普及  

【取組内容の具体的な事例】 

＜巡回訪問の様子（市臨床心理士同行）＞ 

・専門的な知識や豊富な実務経験を持つ「保育・幼児教育サポーター」と臨床心理士が

市内保育・幼児教育施設を訪問し、保育・幼児教育の内容等の相談に対して、現場の

考えに寄り添い、課題についてともに考え、解決に向けたサポートを実施。令和７年

１月からは民間園在籍の幼児教育アドバイザー２名を新たに保育・幼児教育サポータ

ーに任命し、民間園ならではの視点でも助言できるようになった。 

＜幼保小の接続に係る研究・討議・研修の実施＞ 

・令和５年度に作成した架け橋期カリキュラム

（素案）の実践・検証にあたって、学識経験者

の助言のもと公立・民間の保育者と小学校の教

職員が保育・幼児教育と小学校教育について意

見交換等を行い、架け橋期カリキュラムの策定

に至った。又、保幼小合同研修会を開催し、小

学校と保育・幼児教育施設の職員が互いの教育の語り合いを通して、ともに相互理解
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を図り、学びあった。 

 

＜研修での公開保育の実施＞ 

・研修等に公開保育を取り入れ、公立園・民間園ともに公開保育を実施した。参加者は

他園の具体的な取組を見学することができ、公開園においても自園にはない視点で助

言をもらえたことは有意義であったと感じており、互いにとっての学びとなった。 

＜支援保育・教育研究部会の開催＞ 

・公開保育やグループワーク等を通して活発な意見交換を行い、支援を必要とする子ど

もへの理解と合理的配慮、個別の指導計画の作成等について学ぶことができた。又、 

 講師（大学教授・臨床心理士）から支援の悩み等について的確なアドバイスをもらい

各々の支援保育・教育の実践に活かすことができた。 

＜幼児教育アドバイザー交流会の開催＞ 

・市内保育・幼児教育施設に在籍している幼児教育アドバイザーが集まり、幼児教育ア

ドバイザーとしての取り組みや悩みなどを話し合った。幼児教育アドバイザー同士が

つながり、園内研修や保育の現状など様々なことを交流し、互いに学び合う機会とな

った。 

＜就学前保育・教育カリキュラムの普及＞ 

・令和５年度に策定した「箕面市就学前保育・教育カリキュ

ラム」について、監修者である大阪総合保育大学 瀧川光

治教授による解説を令和６年度保育研修会としてオンデマ

ンド配信した。また、新年度のカリキュラム編成やカリキ

ュラム・マネジメントに活用できるよう、令和７年３月に

再配信を行った。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 兵庫県伊丹市    

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

Ｒ２のセンター開設以来、幼児教育アドバイザーが市内約８０か所の全公私立就学前

施設（認可外を含む）について１施設あたり年間３回を目標に訪問。他、研修、相談事業

等の取り組みにより各施設との信頼関係が育まれ、民間施設からの訪問依頼が昨年度よ

り倍増するなど、各施設のニーズや課題に応じたアドバイスを行った。また、本市の課題

である幼小接続に対する理解促進を目指し、研究に取り組んだ。 

【令和６年度における主な取組内容】 

・ 幼児教育アドバイザーによる就学前施設訪問事業 

・ 架け橋期の教育・保育のあり方について研究 

・ 「伊丹市 架け橋期のカリキュラム(５歳児版)」の策定 

・ 学校教育課と連携した担当者会や研修の開催等、幼小接続の推進  

・ 各種研修会、幼児教育シンポジウムの企画、開催 

【取組内容の具体的な事例】 

＜1年生授業観察の様子＞ 

幼児教育センターにおいて架け橋期の教育・保育のあり 

方について研究を行った。伊丹市立南小学校１年生の１年 

間を追跡し、架け橋期５歳児に必要な経験を「伊丹市・架 

け橋期のカリキュラム(５歳児版)」として可視化。  

1年生の実態から、架け橋期の５歳児において特に必要な 

経験として、①5領域のバランスのとれた経験②体験を通して感じたことや考えたこと

を表現する経験③好奇心や探求心をもち試行錯誤する経験④友達とつながり協同する経

験 が大切であることがわかった。 

＜伊丹市幼児教育シンポジウムの様子＞ 

市内外から 340名余りの参加。鳴門教育大学 佐々木晃教授を迎え、「小学校以降の

学びを見通し、架け橋期の幼児教育を振り返る」をテーマに、市内小学校教諭・幼児教

育施設職員による実践発表を行った。併せて幼児教育

センターによる研究発表、総合教育センター所長によ

る講話「1年生の授業・教科書について」、カリキュ

ラムの周知を行った。幼児期の遊びを通した学びから

小学校以降の自覚的な学びへと、学び方は子どもの発

達段階により変化はするものの、幼児期から児童期へ

の学びはつながっていることを再確認した。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 兵庫県宍粟市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

宍粟市には公立施設が６園所、民間施設が９園所ある。市としては、令和６年度に幼

児教育と義務教育の分野が一体となった宍粟市総合教育センターを開設し、幼児教育ア

ドバイザーを配置のもと、幼児教育の分野では、教育内容及び指導方法等に関する調査

研究、保育者やアドバイザーの研修機会の提供、子育てや育児に関する相談、幼児教育

施設に対する訪問指導、助言等を行っている。また、幼児教育と小学校教育の円滑な接

続を目指して教育内容の相互理解を図っているところである。 

【令和６年度における主な取組内容】 

１．しそう幼児教育支援事業における教育・保育に関する課題の研究 

・ しそう幼児教育支援委員会の開催（令和６年７月１日、令和６年 12月 13日） 

２．園所への定期的訪問、要請訪問 

・ 公立園の管理職研修会の実施（令和６年 5月 30日、６月 11日） 

・ 民間園の公開保育参観及び指導助言（令和６年６月 28日、10月 28日、11月 12

日、11月 26日、12月５日） 

・ 放課後児童クラブ訪問、職員面談及び助言（令和 6年 12月 5日、12月 9日） 

３．市指定の幼児教育研修会の実施 

 ・ ６年度は実施なし 

４．中学校パートナシップ事業における幼、保、こ、小、中の接続及び連携 

・ 宍粟市学校園所合同会議の開催（令和７年３月 12日） 

・ 中学校区ごとにおける公開保育参観、教職員間の合同研修会の実施（随時） 

５．特別な支援を必要とする児に関する教育・就学支援 

・ 特別支援教育研修会の実施（令和６年５月 23日） 

・ 教育支援委員会の開催（令和６年８月２日、令和６年９月 30日） 

・ 特別支援教育・保育会議の開催（令和７年２月 17日及び必要に応じて開催） 

６．公立園所の ICT環境整備とシステム活用支援 

 ・ 登校園管理、保護者との連絡ツール、教材として ICTの活用(令和６年 12月～)) 

７．研修会の計画・実施 

 ・ 公立園所における学年別研修会の実施 

  （令和６年５月 23日、６月 14日、９月４日、10月 30日、11月 12日） 

 ・ 総合教育センター事業、ライフステージ別研修会の実施（令和６年８月 26日） 

 ・ 総合教育センター事業園所研修、絵画研修会の開催（令和６年７月９日） 

 

114



８．架け橋プログラムの作成 

・アプローチカリキュラム作成に向けた検討会の実施（各園の実態に応じて実施） 

・カリキュラム見直し検討会の実施(各園の実態に応じて実施) 

【取組内容の具体的な事例】 

＜１.しそう幼児教育支援委員事業における教育・保育に関する課題研究＞ 

しそう幼児教育支援委員会を開催し、第１回は研究園にお

いて公開保育を参観、幼児理解に基づく環境の再構成と教師

の援助について協議を行った。また、幼児期と児童期の円滑

な接続に向け、ドキュメンテーションで子どもの学びを可視

化し、３つの資質能力や１０の姿で育ちを捉え、小学校教諭

と教育内容について相互理解を図った。幼児の主体性を大事にした教育・保育を行うこ

とを再確認したが、保育者の学びの捉えの曖昧さや小学校教諭には幼児教育とのつなが

りが見えにくいという課題が見られたので、今後も研修を継続したい。 

第２回は実践発表を通して保育者の資質向上を図る園内研修の在り方について協議を

行った。職員間で多面的に子どもの姿を捉えることが、次の指導の手立てに役立つこと

を再確認するとともに、デジタル機器の活用が有効であることも共通理解できた。職員

間で保育を語ることは質の向上につながるため、今後も園内研修の充実を図りたい。 

＜２．園所への定期的訪問、要請訪問＞  

公立園所においては幼児教育アドバイザーを中心に自主研

修を行い、教育課程の見直し、発達を踏まえた期の捉え方や

月、週、日の指導計画及び保育記録の書き方について協議す

るとともに助言を受けた。考え方を整理したことで保育者の

意図(なぜそうするのか)と行為(どう育てたいか)を具体的に書くなど職員間で再確認で

きた。また、民間園及び放課後クラブにおいては、要請に応じてアドバイザーが訪問

し、保育の指導助言や職員と面談を行った。これを機に今後も積極的な働き掛けを行い

たい。 

＜７．研修会の計画・実施の様子＞  

総合教育センター事業として、就学前教育・保育を一層充

実させるため、学識経験者を講師として招き、公立施設の主

任及び管理職でライフステージ別研修を実施した。参加者は

ドキュメンテーションを持ち寄り、子どもの育ちを捉える視

点について協議するとともに指導助言を受けた。どの視点で

まとめるか、大事にしたいことを明確にするなど書き方や活用方法について学ぶことが

できた。絵画研修会においては、子どもの絵の見方や絵を通した発達の捉え方ついて講

演を聞き、実際の作品を見ながら指導を受けた。絵を通して発達段階が見えてくること

を再確認したので、絵画活動では一人一人の発達に応じた関わり方を工夫したい。 
 

写真 

写真 

写真 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 兵庫県西脇市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

市内の幼児教育施設は、私立幼保連携型認定こども園（８園）のみである（無認可保

育施設を除く）。幼児教育センターには、４名の幼児教育アドバイザーが在籍し、各園

のニーズに応じた現場巡回訪問を行うとともに、市内全ての園の教育・保育の質の向上

に向け、課題別に研修を計画実施している。また質の向上推進委員による視察訪問等、

第３者評価も継続している。 

園小接続の推進にも力を入れており、接続カリキュラムの作成・運用・検証及び、園

小職員の合同研修の実施、相互参観により交流や相互理解も進めているところである。 

【令和６年度における主な取組内容】 

⑴ 幼児教育アドバイザーによる現場巡回訪問（保育内容）の実施 

⑵ 私立認定こども園への質の向上推進委員による指導・助言（視察訪問） 

⑶ 課題別研修会・公開保育の実施（教育・保育内容、園小架け橋、特別支援教育等） 

⑷ 幼児期の教育と小学校教育の滑らかな接続の推進 

（園小接続カリキュラム研究委員会・園小交流訪問・園小職員合同研修会 等） 

⑸ 特別支援教育と保健・福祉事業との連携・共通理解 

  （幼児教育センター・学校教育課主催の特別支援学校支援部コーディネーターによ 

 る巡回相談や福祉部局主催の臨床心理士による巡回相談に同行、幼児教育センター主 

催の特別支援学習会の開催） 

【取組内容の具体的な事例】 

＜⑴ 現場巡回訪問（保育内容）の様子＞ 

 昨年度と同様の幼児教育アドバイザーが２名体制で訪問 

したことでより信頼関係を築くことができ、園職員からり 

気軽に困りごとについて相談していただけた。園の特色や 

保育の方法等を尊重しつつ、子どもたちにとってより良い 

保育につながるよう助言した。園内研修も講師や参加者と 

して支援することができた。 訪問回数:52回 

 

＜⑵ 質の向上推進委員による指導・助言（視察訪問）の様子＞ 

 西脇市就学前教育・保育カリキュラム（市内共通カリキュラ 

ム）の内容に基づいた自己評価・園評価を基に、委員の先生方 

に各園を訪問いただき（年２回）評価内容ごとに助言をいただ 

いた。各園の課題を明確にするとともに、良さを生かした保育の推進のためのアドバイ
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スをいただけたことで、園の先生方の意欲が増すとともに、自園の質を向上させていく

ためのサイクルを回すことへの意識が高まってきている。 

 

＜⑶ 課題別研修会・公開保育の様子＞ 

 課題別に「乳児担当」「幼児担当」「主幹教諭・ 

管理職」「全職員」と対象者を分けることで、「今 

学びたい内容」が学べる機会となった。 

 また年２回、同じ園が公開保育をした。保育を 

公開し、参加者や講師の先生から保育内容について認められることで、職員全体の意欲

が増し、「質向上に向け協働してやっていこう」という雰囲気が広まった。また指導案

等の作成についても試行錯誤される姿が見られ、今後に生かせる力が身に付いてきた。 

  

＜⑷ 幼児期の教育と小学校教育の滑らかな接続の推進の様子＞ 

① 知る・見る（園小相互交流訪問） 

 こども園職員が入学後１カ月経た児童の様子を参観し、 

小学校の夏休み期間中、主に小学校１年生担任と管理職が 

こども園を訪問し参観した。互いの保育・教育を実際に見 

ることで、それぞれのねらいや環境等の工夫を知ったり、 

子どもの姿から理解を深めたりする機会となっている。 

② 研修・学ぶ（園小職員合同研修） 

 園小の職員が合同で研修を受ける機会を設けた。市内のどの小学校からも参加があり

実際の子どもの姿を基にして話し合いを進めることができた。対話することで互いの保

育・教育についての理解が進み、気軽に話ができる関係づくりにもつながっている。 

③ 仕組み作り（カリキュラム）の取組 

（認定こども園・小学校接続カリキュラム研究委員会） 

 年２回の委員会を開催した。作成した接続カリキュラムの運用、検証、改善に向け、

委員で協議を行い、より良いカリキュラム運用に向けて試行錯誤した。 

 

＜⑸ 特別支援教育と保健・福祉事業との連携の様子＞ 

 特別支援学習会では、学校教育課指導主事と小学校通級担 

当教諭から就学先を決める際に参考となる話を聞いたり、２ 

回連続で同じ作業療法士の研修を実施し、療育に使える手作 

りの玩具や道具について、実際に手に取りながら教えていた 

だいたりした。学校園職員と市職員が共に発達支援等について学ぶことで、共通理解を

図ることができた。また福祉部局が所管する臨床心理士が行う巡回相談にも同行し情報

共有、共通理解することで切れ目のない支援が行えるようにしている。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 奈良県奈良市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

本市では、中堅層の保育者の不足や若手職員の増加、園の小規模化・単学級の増加によ

り教育・保育の共有や技術の継承が困難な課題があったため、教育・保育に関する指導

的役割の中核を担う現役副園長を対象とした「幼児教育アドバイザー育成プログラム」

を開発した。幼児教育アドバイザーの主体的な学びと循環的な学びを構築する「育成し

つつ活用する」人材育成体制の構築を推進し、その深化と充実を目指し取組んでいる。 

【令和６年度における主な取組内容】 

【人材育成の循環を目指した研修体制の充実】 

・「奈良市保育教育士育成指標」を活用したステージ別研修の実施 

・幼児教育アドバイザーの育成と活用 

【「社会に開かれた教育課程」の実現を目指した教育・保育の発信】 

・「奈良市保育教育士育成指標 ～行動版～」の作成 

・幼児教育アドバイザーの語りの分析  

【取組内容の具体的な事例】 

＜「奈良市保育教育士育成指標」を活用したステージ別研修の様子＞ 

幼児教育アドバイザーが「奈良市保育教育士育成指標」

を活用し、受講者が身につけるべき資質・能力を考慮しな

がら、アクティブステージ研修（経験年数 4～10年）・ミド

ルステージ研修（経験年数 11年～）の企画・運営を行っ

た。両ステージ共に、往還的研修を取り入れ、アンケート

内容を活かすことで、受講者は身に付けたい資質・能力に

応じた研修を受講することができ、研修の学びが自園での実践につながるものとなっ

た。また、幼児教育アドバイザー自身も、各ステージに応じた研修を企画・運営する資

質・能力の向上となった。 

 

＜「奈良市保育教育士育成指標 ～行動版～」の作成＞ 

 これまでの本研究において、各ステージでどのような資質・能力の習得をめざすかに

ついて明確にすることを目的として、幼児教育アドバイザーが「奈良市保育教育士育成

指標」の作成を行った。しかし、各園において自己評価への活用が十分でないという課

題が明らかになった為、今年度は「奈良市保育教育士育成指標 ～行動版～」の作成を

行った。各ステージの職員から意見を集め、指標内の目標を達成するためには、どうい

った行動ができるのか、現場の職員から具体的な意見を集めた。それらを一覧にまと
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め、理念のみならず実践することを明記することにより、様々な世代の保育者が資質向

上や自己評価に活用できるようにした。  

 

＜実践検討会における幼児教育アドバイザーの語りの分析＞ 

これまでに育成した幼児教育アドバイザーである各園の副園長も共に学び資質向上に

つなげる機会となるよう、実践検討会を開催した。不安や悩みを出し合ったり、協議方法

について検討したりすることで、今後の実践につながる学びとなった。また協議内容を文

字に起こし検証を行った。複数のカンファレンスで共通して語られていた内容から、副園

長たちが子どもの姿から育ちや学びについて見取る視点や、

子ども理解を深めるポイントが明らかになった。幼児教育ア

ドバイザーがそれらを「子ども理解」「環境」「援助」「司会

進行として大切にしている事」の 4項目に集約し「子ども理

解へのポイント」としてまとめた。今後各園の実践において

活用していくこととする。 

 

＜こ保幼小合同研修の様子＞ 

幼児教育の要素を小学校教育につなげていくために、どういった視点で子どもの育ち

を捉えて相互理解を進めていけばよいか、また接続期のカリキュラムについて講演をし

ていただく。その後、幼小の職員が子どもの姿について語ると共に幼児期の終わりまで

に育ってほしい 10の姿で捉え、姿から見える学びについて

共有するグループワークを行った。小学校教員と共に子ど

もの姿について語る機会がなかなかもてていない現状があ

る中、参加者からは互いの考えについて知る機会となった

との声が多く聞かれ、子どもの育ちをつなぐ相互理解の第

一歩となった。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

 

自治体名： 岡山県玉野市    

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

教育委員会が域内すべての就学前教育園を管轄し、教育委員会内に就学前教育センタ

ーを設置し、就学前教育職員を指導する就学前教育アドバイザー２名を配置 

・ 幼稚園（公立５園、私立なし） 

・ 保育所（公立４園、私立３園）※私立３園はすべて同じ法人が運営。 

・ 認定こども園（公立５園、私立なし）※すべて保育所型の認定こども園。 

 

【令和６年度における主な取組内容】 

① 公私立幼保全 17園への園訪問を実施（事前訪問、事後フォローアップを含む。） 

② 若手職員（新採用～３年目の職員）への園内研修や巡回訪問指導の実施 

③ 多種多様な研修会（参集及びオンライン）の開催 

④ 園小連携の取組の推進 

⑤ 県及び県内自治体への情報発信及び情報共有 

⑥ 県内外の先進地視察（幼・保・こ園・小学校等） 

 

【取組内容の具体的な事例】 

上記①：公私立幼保全 17園への園訪問を実施 

＜右上段の写真：園訪問の様子＞ 

各園の園訪問時には、他園の職員も希望参加できる 

ことで、お互いに刺激を受ける機会となり、全園職員 

の意識改革や、保育のレベルアップが図られている。 

 

上記②：多種多様な研修会の開催 

＜右中段の写真：研修の様子＞ 

１～3年目の幼稚園、保育園、こども園の職員対象 

に合同の若手研修会を実施した。研修ビデオを視聴し、 

子どもの読み取りに視点をあてた意見交換や情報交換 

を行い、保育への理解を深めるとともに人間関係づく 

りにもつながった。 

 

上記③：園小連携の取組の推進 関連          

＜右下段の写真：園小連携、保育参加の様子＞ 

小学校区単位で相互に訪問を実施する中で、小学校 

教員が園の保育へ参加した。保育参加を通して、互い 

の保育・教育に対する相互理解が深まり、人間関係の 

構築ができるとともに、園小連携の必要性の意識が高 

まっている。 

 
120



令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 岡山県高梁市    

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

急速に進む少子化により、小規模園も増え、学校園の統廃合が進んでおり、少人数で 

の活動の中での学びを充実させるために教職員も苦慮している現状がある。 

幼稚園籍の指導主事を配置していない代替として、就学前教育アドバイザーを２名配

置し、それぞれの園がもつ課題解決に対する支援と架け橋プログラムの実践に向けて取

組んだ。 

【令和６年度における主な取組内容】 

① 令和７年４月開園予定の高梁こども園開設準備と体制整備 

② 園、小学校（１年生授業参観）への計画訪問、園要請訪問 

③ 架け橋プログラム推進のための園小接続担当者研修会開催 

④ 高梁市架け橋期のカリキュラム開発会議開催 

⑤ 研究会の推進    

【取組内容の具体的な事例】 

＜② 園、小学校（１年生授業参観）への計画訪問、園要請訪問＞ 

 園及び小学校への計画訪問、園への要請訪問の実施することにより、園の現状と課題を 

知り、それぞれの園の課題に対しての支援につなげた。 

・ 市内全幼稚園・認定こども園・保育園への各１回の計画訪問（前期：４月～７月） 

各１～３回の要請訪問（後期７月～１月） 

を実施。 

・ ５～７月に、市内全小学校（１年生在籍校 

 １３校）を訪問し１年生のスタートカリキュ 

 ラムの授業を参観した。今年度、小学校への 

計画訪問の際に小学校籍の指導主事も参加。 

１年生出身園の保育者等が授業参観し、園小 

接続の状況や子どもの様子等について情報交 

換及び協議を行い、接続の一助とした。 

 

＜③園小接続担当者研修会（広域研修会）の様子＞ 

令和６年１２月１３日（金）、高梁総合文化会館で近隣市町にも案内を行い、園小接

続担当者を対象に架け橋プログラム実践に向けた研修会を企画、実施した。 

研修内容は、前年度の県主催就学前教育担当者研修会における実践発表市である赤磐

市教育委員会から講師を招き、「赤磐市 磐梨中ブロック 架け橋プログラムの取組」
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と題してご講演いただき、これからの取組に

生かせる気づきや学びが得られた。 

また、事務局より「架け橋期の接続スタン

ダード及びカリキュラムづくりのポイント」

を説明。 

グループ協議では、講演と接続アンケート

を基に、各校園の実態・課題等を情報交換す

るとともに、事務局説明の手順・方法及び各

小学校区のカリキュラム作りの参考とする高

梁市版の接続スタンダード（案）と接続カリキュラム（案）について意見交換した。 

 

＜④高梁市架け橋期のカリキュラム 

開発会議の様子＞ 

 今回、上記研修会で提示した高梁市版スタン

ダード及びカリキュラム（案）については、各

小学校、園で確認してもらい、意見募集を行っ

た。研修会で受けた質問や寄せられた意見をふ

まえて、高梁市架け橋期のカリキュラム開発会

議で協議し、高梁市版の接続スタンダードと接

続カリキュラムを策定した。来年度は、策定した高梁市版を参考に、小学校区単位で小

学校区版の架け橋プログラム作りに取組む予定。 

 カリキュラム作りを通して、教育・保育と小学校教育のつながりが深まり、質の向上

につながるよう体制づくりを進めたい。 

 

＜⑤研究会推進の様子＞ 

 市教育委員会が令和６年度から２年間、就学

前教育保育課程研究園に川上こども園を指定

し、「架け橋期の園小接続」を研究主題とした研

究の取り組みに対し、本市就学前教育アドバイ

ザー及び岡山県幼児教育センターの就学前教育

スーパーバイザーによる訪問指導による支援を

行った。 

 研究会を受けた園では、課題意識を持って、

日々の教育・保育にあたり、研究実践を通して、組織の活性化も見られている。 

 来年の研究発表会に向けて伴走し、研究成果を市内園と小学校に普及したい。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 岡山県美作市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 就学前施設については、施設類型を問わず教育委員会の管轄であり、相互に人事交流 

を行っている。研修や会議等すべて合同で行っている。美作市幼児教育目標「きらきら 

笑顔夢中になって遊ぶ子ども」を掲げ、質の高い幼児教育を目指している。また、幼児 

教育アドバイザーを平成 28年から配置し（元幼児教育担当指導主事・小学校校長）、適 

切な指導を通して市の幼児教育の質の向上や幼小接続が着実に進んでいる。 

【令和６年度における主な取組内容】 

１ 継続した幼小接続の取組から「架け橋プログラム」へ 

 今までの幼小接続の積み上げを活かし接続の質を改善することにより、｢架け橋プロ

グラム」へつなぎたいと考え、大原小学校区を市の研究指定にし２年目を終了した。 

２ 保育の質の向上 

 本市独自の初任研を H28年から実施している。保健福祉部局と連携した研修や現代的 

課題に即した研修を実施し、初任者の資質向上を目指した。また、県指定（人権教育） 

を受け公開保育・研究発表として県下に発信した。園内研修の充実とともに保育の質向 

向上につながった。 

【取組内容の具体的な事例】 

【令和６年度における主な取組内容】 

１ 継続した幼小接続の取組から｢架け橋プログラム｣へ 

接続の質を改善するには、幼小相互の共感的理解が欠かせない。そのために本市では

子どもの交流だけでなく教職員の合同研修、5歳児担任の小１の授業参観、小学校教員

（1年担任は悉皆）・美作市小中学校新規採用教員の就学前施設での保育体験研修を継続

している。また、小学校区ごとにスタートカリキュラムを合同作成し、子どもが安心し

て自己発揮しながら生き生きと学校生活がスタートできるように工夫もしている。 

＜幼小連携・接続授業公開研修会＞ 

令和６年６月６日実施（指定校） 

 5歳児担任が 1年生の授業参観。今年度は市内１年担任も参加し研修を深めた。 

子ども主体でスムーズに授業展開され、教師は伴走している。温かい学級集団の中で

一人一人の子どもが各自自己発揮しながら楽しく学び合っている授業を参観した。 

 研修では学校長の話や接続担当者の（｢架け橋プログラム～よりよい接続を目指して

～｣）実践発表や協議を通して滑らかな接続から｢架け橋｣への理解を深めた。参加者か

らは、「子どもが生き生きと主体的に活動する場面が見られ、幼小連携の積み重ねの成

果だと感じる。」「子どもに委ねながら必要な部分は的確に押さえる教師の指導があ
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る。」等、幼児教育の質向上の重要性とそれを受け取る小学校側の学びの質の重要性を

再確認した。 

＜小中学校新規採用教員保育体験研修の様子＞令和 6年 8月 7日実施  

研修では、幼児教育アドバイザーが幼児教育や連携・接続

についてパワーポイントによりプレゼンテーションした。保

育体験（遊び・振り返り）後、Yチャートを使用しどんな力

が育っているか「10の姿」を基に協議したり、今後の授業や

学級経営に活かせることについて振り返ったりした。 

参加者は、子どもが自ら考えたくなる仕掛けを授業に組み込む大切さ等を体感し、個別

最適な学びと協働的な学びのヒントを幼児教育の中に見い出すことができた。このよう

な地道な取組を継続することが共感的相互理解の推進となり、幼小の円滑な接続や小中

の接続にも発展するものと考える。 

 

２ 保育の質の向上 

＜保育の質の向上 県指定（人権教育）公開保育・研究発表会＞ 

 令和 6年 11月 8日 むさしこども園で実施。県下の保こ幼小から１００名の参加が

あった。「子どもと自然をつなぐ人権教育～いのちと出会い

育つ心～」のテーマで人権感覚の基になる自尊感情の育成

を目指した。テーマに迫るために視点を明確にして研究を

進めた。「質の高い保育は人権教育そのもの」との高い評価

をいただいた。県下に成果を広め情報発信する機会となっ

た。 

＜保育の質の向上 市独自の初任者研修の様子～＞ 

令和 6年 5月 28日・6月 13日・令和 7年 2月 10日 園外研修実施 

新採用保育士等を対象とした研修は、施設類型を問わず年 6回（園外 3、園内 3）実施

している。 

園外研修では、「美作市の幼児教育｣のプレゼン、人材育成指標の説明、保健福祉部局と

連携した「個別の支援計画や支援シート」の作成についての心理士の講話等を行ってい

る。また、公開保育（全学年公開）を参観することにより保育の実践力を高める機会も設

けている。また、現代的課題である保護者対応や特別支援教育についても実践的研修を実

施している。「美作市保育士等人材育成指標」を基に各自振り返る機会も設けている。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 岡山県備前市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

備前市は、こども園 10園（内分園 1園）がすべて公立園である。現在の研修体制と

しては、自主的研修組織と幼児教育課が主催する研修があるものの系統だった体制にな

っていない。資質向上のためにも、研修体制の構築が必要であると考え、幼児教育教育

アドバイザーとして講師を招聘した。接続に関しては、接続マネージャーの設置ととも

に、担当課で話し合いの時間をもち合同研修を実施した。 

【令和６年度における主な取組内容】 

○ 研修体制構築のための取組 

⚫ 特別支援に関する研修・幼児理解に関する研修・メンタルヘルス研修の実施 

○ こども園・小学校・中学校の円滑な接続を図るための取組 

⚫ こ小中合同研修会の実施 

【取組内容の具体的な事例】 

＜研修会の様子＞ 

⚫ 特別支援に関する研修 

 特別支援に関し日々アップデートされていく中、理論的知識の不足は否めな 

い。そこで、3年計画で理論的研修を積み重ねることで、理解を深め実践につな

げていくことを目的として研修会を実施した。 

 「幼児期の気になる子どもへの包括的発達支援 

～保育者における発達障害への専門的理解と実践  

の積み上げの必要性を踏まえて～」ということ  

で、1年目基礎編・2年目専門編・3年目応用編で 

実施。 

 日々のかかわりを振り返り、保育教諭の支援が

先行することなくこどもが必要としている支援は何か、こどもに合わせた支援

の必要性を再確認する機会となった。 

⚫ 幼児理解に関する研修 

 参加者は経験年数が 3～5年 23人、中堅教諭 24人 

自由参加枠を設けることで、主体的に学びたいという 

保育教諭の学びの確保もした。 

 講義を聴くだけではなく、ワークショップ形式で実 

施し、自分の考えや思いを言葉にしながら学びを深められるようにした。 

 事例を通した研修だったことで、具体的な対応がイメージしやすかったように 
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思う。見守る・寄り添うという言葉は日頃も使うことはあるが、実際にどういうこ

となのか、そこに意図が含まれているかどうかなど、学びになったように感じる。 

＜こ小中合同研修会の様子＞ 

 市内の認定こども園と小・中学校の円滑な接続を図るため、まずは担当課で話 

し合いの機会をもった。その中で、こども園の保育参観と協議という内容で合同 

研修会を実施した。 

 まずは、職員同士の「つながり」をつくるとともに、保育と授業との「つなが 

り」を感じることをテーマとした。保育参観のキーワードを「資質・能力」「幼 

児期の終わりまでに育ってほしい 10の姿」「学びを委ねる」とし、参加者は持参 

した IC端末で保育の様子を撮影し、その写真をもとに協議を行った。 

 協議１：グループごとに参観中に撮影した写真を Googleスライドで共有し、 

環境構成や教師のかかわりについて話し合いコメントを入れる。 

       

 協議２：協議 1での話し合いをもとに、校種ごとの立場に置き換えて保育と授 

業のつながりについて話し合う。 

➢ キーワードをもとに、環境構成・事前準備・声かけの視点でこども園⇒小 

学校⇒中学校のつながりについて話し合う 

➢ 違うグループの書き込みを共有しながら進める 
 
 
 
 

 

 

 参観のキーワードがあったことで、興味深く参観したり、子どもの声に耳を傾 

けたりする姿が見られた。「通ずるものを感じた」と感想にあったが、それぞれ

の校種を重ね合わせながら参加・協議ができたことで、遊びの中での学びと学習

での学びのつながりを感じる研修となった。また、他校種間での協議をすること

で、違う視点に気づき視野を広げる機会にもなった。 

 「架け橋プログラム」という共通の課題で、担当課が話し合いの機会を持つこ 

とができたことが成果である。 

 

先生が一緒に遊んでいるこ
とにより、遊び方のモデル

があってよかった！ 
正しい知識の習得があるか
らこそ、「もっと考えてみ

たい！」「僕もやってみた
い！」「私はこんなふうに
やってみよっ！」という思

考力や表現力に繋がってい
くのだと思う！ 

先生が「昨日水を入れす
ぎたよね。今日はどうし

ようか」と子どもに尋ね
ることで、「水を少なく
してみる」と子どもに考

えさせる言葉をかけられ
ていた。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 広島県広島市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

本市では、市長事務部局（こども未来局）と教育委員会事務局が連携・協力して広島

市乳幼児教育保育支援センターを運営している。33人の乳幼児教育保育アドバイザーを

配置し、関係団体等と連携しながら、私立・公立を問わず、市内全ての幼稚園・保育

園・認定こども園等を対象として、幼児教育・保育の一体的な質の向上に向けて取り組

んでいる。 

【令和６年度における主な取組内容】 

１ 乳幼児教育保育アドバイザーの育成・派遣 

２ 乳幼児教育保育の質の向上に関する懇談会、人材育成のための意見交換会の開催 

３ 本市内の私立・公立の幼稚園・保育園・認定こども園等の職員を対象とした各種研

修会の実施 

４ 公立の幼稚園・保育園が連携した公開実践（公開保育）の実施 

５ 市立幼稚園における実践研究及びその成果の普及・就学前のこどもを持つ保護者に

対する子育て支援 

６ 広島県乳幼児教育支援センターとの連携 等  

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼稚園・保育園・認定こども園等施設長等合同研修会＞ 

 本市内の幼稚園・保育園・認定こども園等において、その運営に関わる施設長等が、

一堂に会して、幼児教育や保育の提供に必要な視点やこどもに関わる大人が立場を超え

て連携する幼保小の架け橋プログラムの考え方等について共有した。 

 

講話：「魅力的な園づくりとは」－職員同士が保育を楽しみ、成長し合い、安心して

働き続ける職場となるために－ 

講師：渡邉 英則 氏 

    学校法人渡辺学園 港北幼稚園・認定こども園ゆうゆうのもり幼保園 

    理事長・園長 

 

 

 

 

 

 

 

【講師：講演の様子】     【参加者：グループワークの様子】 
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＜乳幼児教育保育アドバイザーを活用した幼保小接続の取組＞ 

 乳幼児教育保育アドバイザー派遣制度を活用する小学校と、その近隣に所在する幼稚

園・保育園に乳幼児教育保育支援センターが働きかけ、小学校及び幼稚園・保育園の職

員がこどもの姿を中心に置いて、幼保小接続の取組を実施した。 

 小学校の授業の様子を近隣の幼稚園・保育園の 

職員が参観した後、幼稚園・保育園・小学校の職 

員がこどもの姿を基にして幼保小接続に関する協 

議を行い、アドバイザーの助言を受けた。 

 また、この取組を年度前半・後半の２回に渡り 

実施したことにより、幼稚園・保育園・小学校の 

職員は、小学校教諭の指導と児童の姿の変容を確 

認し、接続期のこどもの発達や特徴、園と小学校 

の生活の違いや、それらを踏まえたこども理解等 

について、より一層学びを深め、幼保小接続に関 

する視点について共通認識することができた。 

 

＜乳幼児教育保育支援センターの広報＞ 

乳幼児教育保育支援センターの取組等を情報発信するため、「乳幼児教育保育支援セン

ターだより」や「園内研修情報」を作成し、ホームページや電子メール等により本市内

の幼児教育・保育施設、小学校等へ周知した。 

「園内研修情報」では、幼稚園教諭・保育士 

等に対する人材育成について専門的見地から幅 

広く意見聴取する「人材育成のための意見交換 

会」において聴取した意見を踏まえ、多様な幼 

児教育・保育施設が自園の園内研修について、 

取組を開始するきっかけとすることや、取組を 

より充実させる参考となるよう、多様な幼児教 

育・保育施施設における園内研修の取組を紹介 

した。 

また、「乳幼児教育保育支援センターだより」 

では、乳幼児教育保育支援センターが実施する 

研修や幼児教育・保育現場で役立つ情報などを 

紹介した。この中では、近隣の幼児教育・保育 

施設と連携した小学校の取組についても紹介し 

ている。 

 

各号で情報発信した主な内容 
第１号 アドバイザー・研修等 

第２号 アドバイザー・研修等 

第３号 幼保小接続の取組 

第４号 研修（幼保小接続） 

第５号 幼保小接続の取組 

第６号 各種研修 

第７号 幼保小接続の取組等 

 

【協議及び助言の様子】 

【授業参観の様子】 

【園内研修情報】 

【乳幼児教育保育支援センターだより】 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 山口県周南市  

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 公立園 16園・私立園 27園を抱える本市において設置者・施設類型を越えて保育者の

専門性向上を図るとともに、「周南市幼保こ小の架け橋プログラム」の推進により協働

した幼児教育推進体制を確立することは喫緊の課題である。そこで、周南市乳幼児教育

センターを令和４年度４月に設置するとともに、センター業務を関係機関相互の連携に

より実践的に推進するため「周南市幼保小の接続・連携による教育・保育充実のための

実践的協議会」を年２回開催している。 

【令和６年度における主な取組内容】 

〇周南市幼保こ小の架け橋プログラム合同会議本格スタートの支援 

市内公私立園 43園小学校 27校全園全校参加の合同会議を原則小学校区を単位として

本格スタートするための支援を行い、各合同会議での取組が推進された。 

〇３名のアドバイザー（幼児教育２・幼保小連携担当１）及び保健師(1)による訪問 

 延べ訪問回数３０４回（前年度比２０．６％増）  

〇周南市幼児教育・保育人材育成ガイドラインの改訂 

 幼児教育・保育の重要性がますます高まっている今、保育者のキャリアステージに応

じて必要な資質・能力育成のための研修をアンケートや聞き取りも参考にし策定した。 

【取組内容の具体的な事例】 

＜共通理解を図るためのリーフレット：周南市

幼保こ小の架け橋プログラム支援資料の作成・

配付＞ 

 本市の強みである「全国初のこどもまんなか宣

言」「コミュニティ・スクール 100％」などを生

かしながら、各合同会議の状況（園数や規模、小

学校との距離等）をふまえた創意工夫した取組推進に資するよう、周南市幼保こ小の架

け橋プログラム（※以下架け橋プログラムという）のねらいや年間の取組例、PDCAのための計画表・評

価様式等を掲載したリーフレットを作成・配付し、共通理解を図った。 

＜参加率 100％：周南市幼保こ小の架け橋プログラムオンライン研修会＞ 

周南市幼保こ小の架け橋プログラム合同会議（※以下合同会議という） 

の前に共通理解を図るためのオンライン研修会を開催。本市の

開発会議に当たる「周南市幼保小の接続・連携による教育・保

育充実のための実践的協議会」のご支援により、全園・全小学

校の参加を得て、合同会議をスタートすることができた。 

＜市内全域で実施：周南市幼保こ小の架け橋プログラム合同会議＞ 

 市内全域で原則小学校区を単位とする合同会議が開催され、架け橋期のカリキュラム

作成のための協議や交流活動内容の計画立案・評価が各合同会議で実施された。 
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＜コミュニティ・スクールの仕組みを使って地域へ発信： 

架け橋プログラムモデル園による学校運営協議会での発表＞ 

市内公立園８園を架け橋プログラム推進モデル園に指定。

今年度は、その中の５園が連携先小学校での学校運営協議会

での幼児教育についての取組発表を行った。「委員の方がメ

モをとりながら熱心に聞いてくださった。」「中学校の校長先

生から、園との連携を考えていきたいとの声をいただいた。」など、幼児教育の理解促

進につながる声をいただいている。 

＜園の意見でブラッシュアップ：周南市幼児教育・保育人材育成ガイドラインの改訂＞ 

「研修したいこと」についてアンケートを実施し、キャリアステージ別の職員のニー

ズを把握に努め、従前のガイドラインの改訂を図った。本ガイドラインが私立園にとっ

ても参考になるよう、巡回訪問時で頂いた意見をもとに、ブラッシュアップを図った。 

＜園の研修活性化にも：幼児教育サブアドバイザー育成の取組＞ 

 市内私立園・公立園に希望を諮り、中堅教諭５人を対象とし 

た幼児教育サブアドバイザー研修を昨年度より期間２年間の研修 

として実施。研修の取り組み方や課題、成果を考え、学びを各園 

に持ちかえり園の研修の活性化にもつなげることができた。 

＜ICT活用による働き方改革・保育の質向上へ～ICT推進モデル園の取組支援＞ 

 ICTを活用し、働き方改革が同時に保育の質向上につなが

っていくよう公立１園をモデル園に指定。成果発表を実施

し、成果の共有化を図った。 

＜実践的研究協議会の強力な支援：周南市幼保こ小の架け 

橋プログラム合同会議の本格実施にあたって＞ 

 県内国公立大学及び市内の保育協会・幼稚園協会・小学校校長会・学校教育課等の委

員で構成された「周南市幼保小の接続・連携による教

育・保育充実のための実践的協議会」のご支援のお蔭に

より、施設類型や設置者の違いを越えて小学校区単位を

原則として園・小学校がグループを作り、市内公私立園

４３園と２７小学校で円滑にスタートするとともに、今

後の推進の在り方に意見をいただくことができた。 

 

 

ICTモデル園成果発表 

サブアドバイザー研修風景 

学校運営協議会での発表 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 福岡県北九州市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

昨年度幼児教育センターを開設し、市内の全幼稚園（公立４園、私立７１園、幼稚園

型認定こども園１８園）への訪問を通して周知と幼稚園の実態把握に努めてきた。 

本年度はニーズに応じた支援（園訪問、夕方オンライン講座等）を実施し、幼児教育

水準の維持向上を図る。また、保幼小連携・接続事業や保育士等キャリアアップ研修等

を通して、保育所（園）や小学校にも、支援や情報提供を行っている。 

今後の課題は、保幼小連携・接続の取組のさらなる推進である。 

【令和６年度における主な取組内容】 

〇幼児教育推進員・幼児教育アドバイザーの訪問や講師派遣による支援・助言 

  ・教育内容を深める支援    ・人材を育成する支援  

・特別な配慮を要する幼児への対応力を身につける支援 

○保幼小連携・接続事業に関する支援・助言（相談、訪問支援、研修会等） 

〇関係機関との連携を含めた域内全体の幼児教育の質向上を図るための体制づくり 

〇ホームページ及び「幼児教育センターだより」による情報発信 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼児教育推進員・幼児教育アドバイザーの訪問や講師派遣による支援・助言の様子＞ 

① 人材を育成する支援（夕方オンライン講座） 

訪問や集合型研修の振返りで「集合型の研修に参加する

時間を確保しにくい」、「気軽に参加できる研修の場や受講

者同士で語り合える場が欲しい」等の意見があり、今年度

より新たに「夕方オンライン講座」を実施した。大型画面

を使って全員で参加していると事後アンケートで回答して

いた園があり、園内研修として取り入れていく可能性を広

めることができた。また、小学校や特別支援学校の教諭も参加しており幼児教育への理

解が少しずつ深まってきている。 

② 特別な配慮を必要とする幼児への対応力を身につける支援 

 幼児教育推進員が中心となり、園の依頼に応じて訪問や

研修での支援・助言を行った。園から相談のあった重複障

害を有する幼児への対応では、幼稚園と関係機関との連携

の進め方を支援した。園からのニーズに合わせた情報を提

供し、切れ目のない支援に向けたプラットフォームの役割

を果たした。 

       

            

      

   

      

            

         

    

    

        

                 

       

                   

         

                  

幼児教育推進員の助言資料 

夕方オンライン講座の様子 
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＜保幼小連携・接続事業の様子＞ 

① 年度当初の協議会について 

コロナ禍で連携が途絶えていた小学校区の校長先生か

ら年度当初の打合せに同席してほしいと依頼があった。

各施設に教育課程や行事計画を持参し、お互いの教育内

容、学びや育ちを理解してから計画を立てるよう助言し

た。以降、途絶えていた連携が進んでいる。また、この

機会を受けて校区内の幼児教育施設同士の交流も新たに始まった。 

② 保幼小連携研修会について 

 「令和６年度保幼小連携研修会（オンライン）」を実施し、「幼保小の架け橋プログラ

ム」の説明及び小学校区版の「架け橋期のカリキュラム」の作成に向けたスケジュール

を示すことで連携や接続の重要性を示した。また、子ども家庭局と連携して市内の幼児

教育施設にも研修会への参加を呼びかけ、今後全市で取り組むべき共通の目標を共有す

ることができた。 

◇共催：教育委員会、子ども家庭局（こども施設企画課） 

◇対象：市内幼児教育施設、小学校、特別支援学校の管理職及び連携担当者 

◇講師：鳴門教育大学大学院 木下光二教授 

＜関係機関との連携を含めた域内全体の質向上を図るための体制づくりの様子＞ 

教育委員会・私立幼稚園連盟・子ども家庭局の三者を中心とした「北九州市幼児教育

連絡会議」を年２回（５月・１月）開催。北九州市立総合療育センター等の専門機関及

び福岡県の幼児教育関係課等も交えて市全体の幼児教育推進に向けた情報共有、意見交

換等を行い、今後の課題や方向性について共通理解をすることができた。 

＜情報発信の様子＞ 

ホームページを開設し、センターの取組や研修の情報の周知を図るほか、「幼児教育

センターだより」にてセンターの取組み事例や各園・校の好事例についての情報を発信

した。それにより、「生命（いのち）の安全教育」に関する教材貸出依頼や後期の相談

件数も増加し、情報発信の効果が見られた。 

 

保幼小連携・接続事業の様子 
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令和 6年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

 自治体名：長崎県大村市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 本市では乳幼児教育のより一層の向上と充実を目指し、令和 5年 4月に「大村市幼児 

教育・保育支援センター」を開設し、幼児教育・保育アドバイザー3名を配置した。 

「研究・研修」「園訪問」「情報発信」「連携・協働」、これらを相互に関連させながら

公私施設類型を問わず、市内の幼児教育・保育施設への支援を中心に行っている。また 

幼保小連携推進を図るため、幼保小連携・接続連絡協議会を年 3回開催している。 

 令和 6年度新たに、専門的見地から助言を受けることを目的とし、「幼保小連携・接

続」「医療、発達」「地域連携、障害福祉」の専門分野アドバイザー（3名）を委嘱した。 

【令和 6年度における主な取組内容】 

○大村市幼保小連携・接続連絡協議会（架け橋期のカリキュラムの検討会議）の開催 

○「大村市教育・保育力向上研修会」の企画・実施（幼保小合同研修会、公開保育含

む）及び園内研修支援 

○巡回訪問（特別な配慮を必要とする乳幼児の継続的な支援、教育・保育内容の指導助

言）及び各種相談の実施 

○幼児教育アドバイザーの質向上の取組 

 ・長崎県主催「幼児教育アドバイザー育成研修」の受講（年 5回） 

 ・「医療、発達」「地域連携、障害福祉」の専門分野アドバイザーの活用 

○その他 

・公立幼保連携型認定こども園との共同研究 

・乳幼児期の教育及び保育に関する有益な情報の発信 

【取組内容の具体的な事例】 

＜大村市幼保小連携・接続連絡協議会（架け橋期のカリキュラムの検討会議）の様子＞ 

私立保育所、公立保育所、公立こども園、私立 

認定こども園、小学校、学校教育課担当指導主 

事、本支援センター長･幼保小担当者、専門分 

野アドバイザー15 名で構成された協議会（検 

討会議）を年 3回開催した。専門分野アドバイ 

ザー（長崎大学准教授）より、「架け橋プログ 

ラムについて」「架け橋期のカリキュラムの作 

成のねらいと意義について」の説明を受け、素 

案を基に、「大村市架け橋期のカリキュラムモデル」を作成した。また、それぞれの施

設での交流活動（職員同士を含む）を報告し、学びのつながりについて考え合うことが

できた。 
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＜大村市教育・保育力向上研修会の様子＞ 

 公私・施設類型の区別なく、今日的な課題や現場のニー 

ズに応じた研修会を 14回開催した。今年度も、「幼保小連 

携・接続」の合同研修会を本研修会に組み込み、施設長対 

象と職員対象の 2本立てて実施した。幼保小連携推進を目 

的とした公立こども園の公開保育では、参観後、遊びの中 

の学びについて、シートを基に幼保小の職員がグループ協議を行った。また、長崎県幼児

教育センター幼保小担当指導主事が「10 の姿」を可視化し説明するなどして、幼児教育

について共通理解を図ることができた。 

＜園内研修支援の様子＞ 

 園の要請に応じて、園の課題に応じた園内研修実施に向 

けての内容検討、外部講師（専門分野アドバイザーを含 

む）の紹介及び派遣、本支援センターの幼児教育アドバイ 

ザーによる講話などを行い 8 園を支援した。（教育・保育 

に関すること 2園、特別支援教育に関すること 3園、幼保 

小連携推進に関すること 2園、不適切保育に関すること 1 

園）園からは「自分のクラスをイメージして具体的な場面、支援の方法を考えることがで

きた。」「背景にあるものを配慮しながら、対応できるようにしていきたい。」との声が聞

かれるなど、全職員が園の課題解決に向けての手立てを共有するよい機会となった。 

＜巡回訪問の様子＞ 

 巡回スタッフ（幼児教育・保育アドバイザー、保健師、 

特別支援相談員）が園からの要請を受けて 24園訪問。 

特別に配慮が必要な乳幼児に対する支援方法や、教育・保 

育内容に関することなど、施設職員に対して各専門的な視 

点から助言及び関係機関への紹介等を行った。また、訪問 

後のフォローを行い、園の課題を共有し各関係機関と連携・協働を図った。5歳児に関し

ては、学校教育課の幼保小連携担当指導主事（就学相談担当）とも連携を図りながら、保

護者対応なども含めて、小学校への円滑な接続に向けて取り組んだ。 

＜公立こども園との共同研究の様子＞  

「子どもの学びと育ちをつなぐ架け橋をめざして」を研究テーマに掲げ、近隣の小学

校、私立保育園とも連携を図り、縦だけではなく横のつながりも意識しながら互いの教

育の相互理解を図った。幼児と児童の交流と併せて幼保小の職員同士の意見交換会を計

画的に行う中で、互いに必要感をもって幼保小連携の取組を進められたこ 

とは大きな成果である。 

①自分なりに考えようとする ②言葉で伝えようとする ③仲間を受け 

入れようとする ③協働してやり遂げようとする などの自発的な子ども 

の姿を視点として、小学校以降の教育とのつながりを見通しながら、環境 

や関わりを工夫していくことを共有することができた。 
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令和 6年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 沖縄県石垣市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 本市では幼小接続アドバイザーを配置し、教育委員会（学校教育課）とこども未来局

（子育て支援課）が連携しながら幼児教育施設類型を超えた研修支援（幼児教育の質向

上、幼小接続の推進）を行っている。市内 10校区の幼児教育施設と小学校の職員が一緒

になって、児童・幼児の姿を中心に対話を通して架け橋期のカリキュラムを作成し、幼児

期の育ちと学びを小学校へつなぐ等、切れ目のない教育を目指し幼児教育及び小学校教

育の充実に努める。 

【令和 6年度における主な取組内容】 

③ 1年生スタート期の授業参観（4月）②1年生授業参観及び振り返り（5・6月） 

③保幼こ小連携講演会（6月）④保幼こ小合同研修会（7月）⑤公開保育及び振り返り

（8 月）⑤市内 5歳児在籍の幼児教育施設（23園）への巡回訪問（6月・9月）⑥保幼

こ小管理職対象研修会（10 月）⑦小学校教諭による保育者体験（8・2月）⑧幼児教育

連携体制推進協議会（年 3回）⑨石垣市架け橋プログラムサポートガイド発行⑩リーフ

レット「いしがきっこみんなでチャレンジ 1年生」等配布 

【取組内容の具体的な事例】 

＜10校区における小学校 1年生授業参観及び振り返り（意見交換）＞ 

・校区の幼児教育施設、小学校、行政の職員が参加。入学後の 

児童の実態を参観し、幼小の職員が同じ視点を持って協議す 

ることで、遊びを通した育ちや学びがどのように小学校教育 

へ繋がっているのか共通理解を図った。 

＜10校区内における公開保育及び振り返り＞        

・10幼児教育施設が 10ブロックに分かれ実施。参加者は小学校、 

 行政の職員が参加し振り返り協議を行った。環境を通した教育 

 や遊びの中の学び等、育てたいこども像や幼児期の終わりまで 

 に育ってほしい姿を視点に協議することで、園での活動が小学 

 校教育にどのように繋がっていくのか共有できた。 

＜市内 5歳児保育施設への巡回訪問＞ 

・幼小接続アドバイザーと幼児教育担当が、市内5歳児が在籍している23園の保育所を 

訪問し、関係性の構築と各園の成果や課題等の実態把握に努めた。 

また、事前に出された内容を基に、要領・指針に沿った視点で保育参観を実施。長期 

・短期指導計画から保育のあり方を協議し、他園の好事例の紹介等、保育内容・実践 

方法の一層の充実を図ることができた。 
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＜保幼こ小連携講演会の様子＞ 

・県内大学教授を講師に招聘し、保幼こ小の職員が一同に会して「幼保こ小接続で大切に

したいこと～適応論から子ども論へ～」等、具体的な事例を基に幼小接続についての理

解を深めることが出来た。 

・参加者からは小学校までに「できるようにしてくること」が接続なのか？教師自身がワ

クワクする授業づくりを意識していきたい。」など多くの感想が上がった。 

＜保幼こ小合同研修会の様子＞全1年担任及び幼児教育施設職員が一堂に会した研修会

ワークショップでは、校区内に分れ「10の姿」を視点に、保育場面（写真）から子ど

もの学びを見取り、保育者の援助や環境構成等について意見を出し合うことで、互い

の価値観や教育観の違いに気付くきっかけとなった。 

 

＜保幼こ小管理者対象研修会の様子＞ 

・公立小学校教員、校長を長年勤め、現在、石垣市幼児教育 

連携体制推進協議会長を講師に招聘し幼児教育と小学校教 

育の違いや架け橋期の発達の特徴、管理者に期待すること 

等についての講話を通して、幼小接続や早期支援、架け橋 

プログラム等への理解を深めることができた。 

 

＜小学校教諭による保育者体験＞ 

・アプローチ期の幼児の興味・関心、遊びの中での発見や学び等、 

環境を通した保育のあり方等、（製作コーナー、絵本コーナー 

文字や数字への興味・関心を高める環境等）実際に体験するこ 

とでスタートカリキュラムに生かすことが出来た。 

1年生担任からは「給食配膳は、ここまでできるの？」や「折り紙の本を置いておく

だけで保育園児もそこまで作れるだと驚きがあったので、私の教室に設置しよう」と

考えた等、多くの感想があり接続へ向けた取組が期待される。 

＜石垣市の発行について＞ 

・全 5回開催した「石垣市架け橋期のカリキュラム開発会議」の 

意見を踏まえ、円滑な接続の推進及び架け橋プログラムへの取 

組の実現を図るため、これまで築いてきた保幼こ小の連携体制 

を基盤として、石垣市全体で架け橋プログラムの推進を図って 

いくことを目指し、本ガイドを作成。「本プログラム」は、カリ 

キュラム作成がゴールではなく、その実効性を高めていくため、 

幼保こ小が架け橋期の教育や子どもの姿等を共に振り返り、教 

育の改善・充実につなげていくことが重要である。本プログラ 

ムを活用し石垣市の教育保育の質の向上を目指していく。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 沖縄県糸満市   

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 本市では、教育育委員会（学校教育課）とこども未来部（保育こども園課）が連携し

ながら施設類型を超えた研修支援（幼小教育の接続、幼児教育の質の向上）を行ってい

る。令和 5年まで学校教育課に幼小接続アドバイザーが配置されていたが、令和 6年度

は人材確保ができず、配置なし。幼小へ助言や指導のできるアドバイザー等の確保が課

題である。 

【令和６年度における主な取組内容】 

〇幼小連携支援事業（推進委員会、連絡協議会、合同研修会、校区交流会等） 

〇幼児教育施設の巡回訪問（計画訪問・要請訪問） 

〇保育実践及び研究を推進する研究園の指定 

〇切れ目のない支援に繋げる特別支援に関する研修の実施 

〇近隣 6市町村との連携 

【取組内容の具体的な事例】 

＜幼小連絡協議会の様子＞ 

各小学校区（10校区）で、1年生授業参観、保育

参観、協議会を実施した。参観後は具体的な子ども

の姿を語り合いながら、幼小教育への学びの連続性

について共有することができた。また、保育参観を

小学校の校内研修とタイアップして行う校区もあ

り、全職員で幼小教育の相互理解を図る様子が見ら

れた。 

 

＜巡回訪問の様子＞ 

 幼児教育施設との関係性構築や質の向上を図るこ

とを目的に、施設類型を問わず市内幼児教育施設

（5 歳児在籍園）の計画訪問を行った。 

今年度より、保育こども園課担当も同行し、両課

で園の実態把握を行った。現場の声を聞くことで、

園の良さや課題、研修ニーズを具体的に把握するこ

とができた。見えてきた課題は、研修計画に反映し

改善に繋げるようにしている。 
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＜研究指定園取組の様子＞ 

 市指定の研究園に研究を委託し、講師の指導や助言

を仰ぎながら要領・指針に基づいた保育実践及び園内

研修の充実を図った。 

研究の成果は公開保育や報告会を通して、市内幼小

関係者と共有した。参加者から「子どもの興味・関

心、つぶやきから遊びへと繋がっていた」「トラブル

発生時、みんなで話し合っている中に、学びが見え 

た」等の声が聞こえ、架け橋期の教育・保育について 

幼小で理解が深まった。 

 

＜特別支援に関する研修の実施＞ 

 一貫した途切れのない支援へ繋げるため管理職の

理解や役割が重要であることから、幼児教育施設長

を対象に特別支援コーディネーターや心理師による

就学支援説明を実施した。最新の特別支援・就学支

援に関する内容を共有することができ、支援が必要

な幼児への対応を充実させていくことに繋がった。 

 

＜近隣 6市町村情報交換会の様子＞ 

域内の幼小連携支援事業や幼児教育の質向上がよ

り効果的に遂行できるように、「島尻はひとつ情報

交換会」を年に 2～3回実施している。近隣市町村

の取組や進捗状況、好事例の紹介、課題などを共有

し、効果的な取組を模索している。 

また、他市町村で開催される研修会等に参加を希

望し、研修内容や進め方を学び合うなど共に支え合う関係づくりが生まれている。 

 

 

トラブルの際、集まって話し合

いをしている様子 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 沖縄県豊見城市  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 本市の幼児教育施設は、私立幼稚園 1園、幼保連携型認定こども園 13園（公立：1、 

私立：12）、認可保育所 18園、保育所型認定こども園 3園、合計 35園である。令和 5 

年度に市の幼児教育の拠点となる「豊見城市幼児教育センター」を保育こども園課内に 

設置。令和 4年度から継続的に幼児教育アドバイザーを配置しながら、市内の全就学前 

施設を対象とした園訪問や、各種研修会の企画・開催を通して、乳児及び幼児期におけ 

る教育・保育の質向上を図る支援を行っている。 

【令和６年度における主な取組内容】 

〇 スタカリ期小学校訪問（4月）の実施。 

〇 架け橋期モデル校区公開授業（6月）・公開保育（7月）及び合同研修会、校区別合

同研修会（2月）の企画・開催 

〇 幼児教育アドバイザー等による園訪問の実施（7月～12月） 

〇 保育ドキュメンテーション「往還型」研修会（8月・10月・11月）の企画・開催 

〇 架け橋期カリキュラム検討委員会の開催（3回／年 6月・12月・3月） 

【取組内容の具体的な事例】 

＜保育ドキュメンテーション「往還型」研修会の様子＞ 

 市内全体の保育の質の向上を図ることを目的とし、理論と 

実践を繰り返す「往還型」研修会を実施した。保育ドキュメ 

ンテーションの作成及び、参加者同士が子どもの姿を中心と 

した語り合いを通して、「子ども」や「保育」に対する理解 

を深めることができた。 

  

＜スタートカリキュラム期小学校訪問の様子＞ 

 新１年生が安心して学校生活を送り、自分から新しい人間 

関係を築いていけるよう、教室や多目的スペースに幼児期で 

親しんできた遊びや、コーナーを設置する等、環境構成の工 

夫も見られた。授業においても、体を動かした楽しい授業の 

展開やグループで学習課題に取り組む姿もあり、児童の発達 

の特性を生かした授業の工夫が見られた。 

 

＜校区別合同研修会の様子＞ 

 従来の全体での合同研修会の形から、今年度は、小学校と就学前施設が縦の連携の充

遊びの中の学びについて共通

理解を図る参加者 

子供同士の関わりが自然と

生まれる環境構成の工夫 
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実を図るため、各小学校区で合同研修会を実施した。 

保幼こ小の職員が、次年度入学当初における環境構成や 

援助の工夫等について共に意見を出し合う場を設けるこ 

とができた。 

 

＜架け橋期モデル校区公開授業及び公開保育の様子＞ 

 就学前施設と小学校が互いの教育について理解を深め、 

架け橋期の教育の充実へとつなげていくため、授業を参 

観したり、保育を参観したりする機会を意図的に設ける 

ことができた。事後は、保幼こ小間で参観時の子供の姿 

をもとに、小学校教育とのつながりや子どもの内面理解 

を深めることへとつながった。 

 

＜園訪問の様子＞ 

 平成 31年から継続的に実施してい 

る園訪問を通して、各就学前施設との 

関係性（気軽に話し合える）の構築が 

進みつつある。そのため今年度におい 

ては、訪問園に対して助言や提案等を 

行うこともでき、保育環境等について 

再度振り返るきっかけをつくることが 

できた。 

 

入学当初の環境構成等につい

て意見を出し合う参加者 

協同的な学びの場面を参観

する保育者 

訪問園で見られた環境

構成の工夫 

遊び込める環境を全職員

で考える 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名：沖縄県南城市 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

〇３要領・指針に基づいた保育の実施⇒福祉部局と連携し、施設類型を問わず市内全保

育施設 41園の保育支援訪問を実施し、保育参観及び保育の振り返りを通して子どもも

保育者も共に主体的に活動することの必要性を伝える。 〇幼保小連携結節園が４地区

のモデル園を目指す。５園研修会の継続と報告会を実施し相互に育ち合う機会を作る。 

【令和６年度における主な取組内容】 

〇市内全保育施設の保育支援訪問を通して３要領・指針に基づいた保育の実施を促す。 

〇希望する園へ園内研修支援の実施(子ども主体、遊びこみ、要領・指針の解釈等) 

〇各地区結節園のモデル園を目指し５園研修会の実施。要請に応じて支援する。 

〇「３要領・指針の理解」研修会を園長・主任・保育者向け研修会を５回実施する。 

【取組内容の具体的な事例】 

※【令和６年度における主な取組内容】

＜市内全園保育施設保育支援訪問の様子＞ 保育参観：６０分 振り返り：６０分 

・参観の視点：３要領・指針に基づいた保育の展開。

子どもと保育者の共主体、遊びこみ

・保育者主導から子ども主体の保育へと保育者の意識が

徐々に変わってきた。行事の在り方を「子ども中心に」改

善する園が見られるようになってきた。 

・３要領・指針を指導計画作成等に活用するようになってきた。

＜園内研修支援の様子＞ 

・各園の課題や学びたい内容に応える。

例、「園内研修の進め方」「子どもの主体性を尊重する保育 

とは」「遊びこむための環境構成と援助のあり方」等。 

・保育改善に前向きな園が徐々に増えてきた。

＜５園研修会 実践報告会の様子＞ 

各地区の結節園(公立こども園・公私連携型認定こども園・

公立幼稚園)の質向上を目指す。５園統一テーマ「幼児が遊

びこむための環境構成と援助のあり方」サブテーマは各園が

設け園内研修で取り組む。２月に５園研修会 実践報告会を

実施し、講師の指導助言を仰ぎ保育の質向上につなげた。５園以外の園や次期公開保育

園が参加することで、保育改善への意識の輪が広がった。 

≪参加者の感想≫ ワクワクする保育実践や保育者の援助の工夫、環境構成が参考にな

った。園児と共に環境を再構成することで継続した遊びに繋げていきたい。 

写真 

写真 

写真 

①　質の向上について
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②　幼保小連携について

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

〇南城市立全小学校対象に入学まもないスタート期 1 年生の授業参観を行った。午後には幼児

教育施設の保育者とともに振返りを行い、対話を通して双方の保育・教育の理解を深めた。 

〇幼児教育施設 5 園の公開保育及び合同研修会を夏休みと秋に開催し、各校区の幼保小中の職

員が参加することもあり、連携を深めた。 

〇幼児教育センターのシンポジウムと認可園園長会とタイアップし、秋田喜代美先生より講話

をいただいた。 

〇教育部と福祉部局が常に連携を取り合いながら保育ドキュメンテーションや架け橋期カリキ

ュラム研修会などの開催を通して、幼保小連携事業としての推進を行っている。 

【令和 6年度における主な取組内容】 

(1) 小学校 1年生（スタート期）授業参観及び振り返り（意見交換）4/16～30

(2) 公開授業及び合同研修会「知念小学校」5/17(金)

(3) 公開保育及び合同研修会

(4)「スタートカリキュラム」の実践紹介 7/29(月) 小学校１年生担任

(5) 南城市幼児教育センターシンポジウム及び教育講演会 9/7(土)

(6) 保育ドキュメンテーション研修会 R7年 1/28(火)～29(水)

(7) 架け橋期カリキュラム研修会 1/29(水)

【取組内容の具体的な事例】 

＜小学校 1年生（スタート期）授業参観及び振返り＞ 

参観は 3つの視点を基に「のんびりタイム」と「なかよしタイム 1校時」までとし、午後の振返りでは

子どもの姿を中心に幼児教育で培った育ちや学びを小学校教育へつなぐ語り合いとなった。 

＜公開保育及び合同研修会＞ 

公開保育開催まで何度も園に足を運び、“子ども主体の保育”について保育者と一緒に考え進めて

いった。開催後 5園から「大変だったが貴重な体験ができた」「行事や保育を見直す良い機会となっ

た」「職員間で遊びを共有できた」などの感想が寄せられた。 

＜幼児教育センターシンポジウム及び教育講演会＞ 

 学習院大学 教授 秋田喜代美氏を迎え、「子どもたちの素敵な笑顔を中心に」～対話が子どもた

ちの育ちを支える～との演題で講話をいただき市内幼保小の職員が参加した。 

＜保育ドキュメンテーション研修会＞ 

 市内幼児教育施設 30園が保育ドキュメンテーションの作成を通し子どもの育ちや学びを可

視化し展示、参加した保育士は視点を基に学び取り、付箋紙に貼ってその園にフィードバック

した。内覧者は小学校教諭や行政・一般市民など多岐に渡り、累計ではあるが全 238名の参加

を得た。 

＜架け橋期カリキュラム研修会＞ 

 「幼児教育の遊びは学び‼小学校以降の深い学びへ」との南城市のテーマの基、園と小学校

の先生が子どもの育ちを中心に捉え共に地域で子どもたちを支えるメンバーとして目指す子ど

もの姿を共有し、率直な語り合いが行われた。 
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 沖縄県金武町  

 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

 本町では、幼稚園・保育園・認定こども園の区分や設置主体の違いに関わらず、町内

の子ども達が健やかに成長できるよう校種間の連携を図り、学びの基礎力を育むともに

保育者や教職員の資質向上を目的とした「学びの基礎力育成支援事業」を推進してい

る。令和５年度金武町幼児教育センターを設立し、保育部局と教育委員会による連携体

制が構築され、金武町保育者育成指標モデルを活用した研修や幼児教育リーフレットの

作成など、保育者の育成と幼児教育の啓発活動を促進してきた。就学前施設や小学校訪

問の充実を図り、円滑な接続の推進を図っていく。 

【令和６年度における主な取組内容】 

〇 金武町保育者育成指標モデルを活用したキャリアステージ研修の実施 

〇 園児・児童・生徒の交流・体験活動の実施 

〇 保護者向け幼児教育リーフレットの検討、作成 

〇 保幼こ小中職員参加による夏季合同研修会の開催 

〇 幼小接続に関する県外視察研修の実施 

【取組内容の具体的な事例】 

＜キャリアステージ研修会の様子＞ 

 金武町保育者育成指標モデルに示しているキャリアステ

ージに応じた研修会を６月(採用期、基礎形成期保育者対

象)と１０月（実践力向上期保育者対象）に実施。子ども

の姿を中心とした１０の姿の読み取りや各園の実践紹介・

協議等を通して、保育者同士が連携・協働し合い、資質能

力の育成を図る取組を推進できた。 

 

＜交流・体験活動の様子＞ 

保育者と教職員の相互理解や人と関わる力の育成を目指

し、子ども同士の交流・体験活動を実施した。町内４歳児

交流会(ミニミニ運動会)と５歳児交流会（チャレンジ・ス

ポーツ大会）では、施設種を超えて保育者同士が連携し合

いながら運営することができた。また、コロナ禍で中止と

なっていた給食試食体験会を計画し、配膳の仕方やマナーについて５年生に教えてもら

いながら一緒に学校給食を頂くという機会を設けた。入学への期待、年下の子への思い

やりや最上学年になる意識を高めていける活動となることができた。 

写真 

写真 

143



＜幼児教育リーフレットの検討・作成の様子＞ 

 幼児教育における学びの芽や幼児教育施設における園児

の姿・保育者の関わりの様子について、保護者向けの幼児

教育リーフレットを作成した。令和７年度に３歳から５歳

児の保護者を対象に配布していく。 

〈保幼こ小中夏季合同研修会の開催の様子〉 

 各校種の連携推進と相互理解を図るため、町内の保幼こ小中職員を対象とした夏季合

同研修会を７月２６日(金)に開催した。小中職員は悉皆研修に位置付けて多くの教職員

が参加できるよう工夫し、また、公開保育は、園児・保育者の様子、関わり方を把握し

やすいよう２園開催とした。保育参観後は子どもや保育者の姿、環境構成等から学びの

芽について話し合いを行い、教育内容について語り合える

有意義な研修となった。午後は「乳幼児期の学びをつな

ぐ」をテーマに沖縄キリスト教短期大学部長地域保育こど

も学科教授の照屋建太氏にご講演頂き、学びの連続性と育

ちを保障していく大切さについて理解促進を図ることがで

きた。 

〈県外先進地域への視察研修の様子〉 

 令和６年７月３日から５日の３日間、小学校指導主事、幼児教育主事、中川幼稚園教

諭、幼小中接続アドバイザーと町内小学校１学年担任、支援学級担任(２名)による県外

先進地域視察研修を実施した。岡山県美作市と高梁市を訪問し、市内にある小学校・こ

ども園の授業参観や保育参観と保こ幼接続の取組についての情報交換を行い、今後本町

における幼児教育の充実と幼小接続の推進に向けて取組むべき方向性について考える貴

重な機会となった。また、小学校職員と一緒に視察研修を実施することができ、各学校

の取組状況の把握や関係者・関係機関との人と人との繋がりを作ることができた。 

写真 

写真
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令和６年度「幼児教育推進体制を活用した地域の幼児教育の質向上強化事業」

主な取組内容概要 

自治体名： 沖縄県伊江村 

【幼児教育に関する現状や幼児教育推進体制の取組の特色等】 

・沖縄県教育委員会 幼児教育班においてこれまでの伊江村保幼小中連携事業について

発表を行う 

・研修会の開催において特別支援教育に対する理解が深まった

・連携アドバイザーが保育現場の補充や方言指導に当たる機会が多々あり幼児の実態把

握に繋がり保育の助言指導がスムーズに行える場面がある 

【令和６年度における主な取組内容】 

・幼小接続研修会の取り組み：幼小交流授業の公開保育・交流授業

・体験授業：幼稚園⇔小学校、保育所⇔中学校 ・保育所参観

・保幼小中連携合同研修会の開催（講演会、研究授業参観等）

【取組内容の具体的な事例】 

※【令和６年度における主な取組内容】

＜第 1回保幼小中合同研修会の様子＞ 

・「子どもを笑顔にする保育・教育～幼児教育の現場から」 

・沖縄女子短期大学講師羽地知香氏の講演会に保育所、幼稚園、小規模保育園、小学

校、中学校、管理職等の参加者７２名。 

①発達を知ること、

②子どもの発達や学童期

の発達

③発達障害の発見、それ

ぞれの障害の特性、 

④育ちと環境と障害、

⑤遊びから育つ非認知能力

＜保育所見学の様子 7月 25日＞ 

・幼児児童生徒を見取る視点、情報リテラシー、保護者対応に関する研修を通して教職

員の資質向上を図ることを目的に実施。保幼小中職員の資質向上の取り組みとなる。 
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